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はじめに
　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、ま
ことにありがとうございます。
　本製品は、0.150～1300.000MHzの広帯域をカ
バーする受信機です。
　ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、
本製品の性能を十分に発揮していただくとと�に、��くとと�に、��とと�に、��
くご愛用くださいますようお願い申し上げます。

ユーザー登録に�いてに�いて
付属の愛用者カードに必要事項をご記入いただき、必ず投函
してください��
ユーザー登録はバージョンアップ・サービスなどをご提供す
るときに必要になります��

個人情報の取り扱いに�いてに�いて
弊社が個人情報を利用する場合、事前に明確にした利用目的
達成の必要範囲内にて利用し、範囲を超えての利用はいたし
ません��
弊社の個人情報保護方針については、弊社ホームページ
（http://www.icom.co.jp）をご覧ください��

本製品の概要に�いて
◎����は、��が�ている���を�す�サー��と、登録���は、��が�ている���を�す�サー��と、登録
したものから��が�ている���を�す「スキャン�がで
きる受信機です�

◎�0.150〜1300.000MHz(一部の���を除く)の広帯域
受信ができます�

◎�クローニングにより、���の������ーの内�を����の������ーの内�を�の������ーの内�を��
ソコンから�き���とができます�(���������が必�き���とができます�(���������が必��とができます�(���������が必できます�(���������が必���������が必
要です))

� �また、��������を��する�とで、�機�の�����また、��������を��する�とで、�機�の�����
�ーの内�を子機�に�き�みできます�

� (����������が必要です)(����������が必要です)����������が必要です))
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特�の���範囲から順番に、音
(信号)が�ていると�ろを�して
いきます�きます�

���ーに登録した複�の�ャン
ネルの中から音(信号)が�ている
と�ろを�していきます�きます�
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使用後はリサイクルへ

Li-ion

�の��は充�式�池使用機器です�
希少な金属を再利用し、地球環境を維持するた
めに、不要になった�池は廃棄せず、充�式�
池�サイクル協力店へご持参ください�

登録商標に�いて

アイコム株式会社、アイコム、Icom Inc.、 、ポケットビー
プは、アイコム株式会社の登録商標です�
アイコム株式会社の著作物の全部、または一部を無断記載、複
写およびいかなる方法による複�も��します�も��します���します�

本書にに�いて
��で説明する画面は、オール�セットした状態�、���ー
に登録した例を挙げて説明しています�
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安全上のご注意(必ずお読みください。)

安全にご使用いただくために、
必ずお読みください。

≈		��に�した注意事項は、使用者および�囲の人への危害
�財産への損害を未然に�ぎ、��を安全に正しくお使い
いただくために、守っていただきたい事項を�しています�

≈		次の『R危険』『R警告』『R注意』の内�をよく理解してから、
�文をお読みください�

■―本製品に�いて本製品に�いてに�いて
R危険
――引�火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでください。
� 引火、火災、爆発の原因になります�
	自動車などの運転中は、本製品を操作しないでください。
� 交通事故の原因になります�
		液晶パネルが破損した場合は、液�れした液に触れないで
ください。

� �万一、皮膚�衣類に付着したときは、��で�い�してく付着したときは、��で�い�してく、��で�い�してくく
ださい�さい��

R警告
――民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、これらの関連施
設周辺では絶対に使用しないでください。

� �交通の安全�無線局の運用などに支障をきたす原因になり
ます�

� �運用が必要な場合は、使用する区域の管理者から許可が得
られるまで�源を入れないでください�

	―電子機器の近く(特に医療機器のある病院内)では絶対に使
用しないでください。

� ���障害により�子機器が誤動作、故障する原因になりま
すので、�源を切ってください�

	―指定以外のバッ…リーパックを使用しないでください。
　火災、感�、故障の原因になります�

R危険
�の記載事項は、�れを無視して誤った取り
扱いをすると�使用者および�囲の人が、死
亡または重傷を負う危険が差し迫って生じる
�とが想�される内��を�しています�

R警告
�の記載事項は、�れを無視して誤った取り
扱いをすると�使用者および�囲の人が、死
亡または重傷を負う可��が想�される内
��を�しています�

R注意
�の記載事項は、�れを無視して誤った取り
扱いをすると�人が、傷害を負う可��が想
�される内�、および物的損害のみの発生が
想�される内��を�しています�

安
全
上
の
ご
注
意
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安全上のご注意

		線材のような金属物を入れたり、水に�けたりしないでく
ださい。

� 火災、感�、故障の原因になります�
		アン…ナの端やハンドスト…ッ…を持って本製品を�り�本製品を�り�を�り�
したり、投げたりしないでください。

� ��人�他人に�たって、けが�故障、および破損の原因にな
ります�

	―大きな音量でヘッドホンやイヤホンなどを使用しないでく
ださい。

� �大きな音を��して聞くと、耳に障害を与える原因になり
ます�

		この製品は完全調整していますので、分解、改造しないで
ください。

� 火災、感�、故障の原因になります�
		煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のま
ま使用しないでください。

� �そのまま使用すると、火災、感�、故障の原因になります｡
� �すぐに�源を切り、煙が�なくなるのを確認してからお買
い上げの販�店、または弊社サポートセンターにお�い合サポートセンターにお�い合
わせください��

――赤ちゃんや小さなお子さまの手が届かない場所で使用、保
管してください。

� 感�、けがの原因になります�

R注意
	―アン…ナを持って、本製品を持ち運ばないでください。
� 故障�破損の原因になる�とがあります�
	―直射日光のあたる場所やヒーター、クー…ーの吹き出し口な
ど、温度変化の激しい場所には放置しないでください。

� 変�、変色、火災、故障の原因になる�とがあります�
	―製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。
� �落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になる�とがあ
ります�

	―製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。たりしないでください。ないでください。
� けが、故障の原因になる�とがあります�
	―清掃するときは、シンナーやベンジンを絶対使用しないで
ください。

� �変色、塗料がはがれる原因になる�とがあります�がれる原因になる�とがあります�る原因になる�とがあります�
� �普段は�わらかい布で、汚れのひどいときは�で薄めた中
��剤を少し含ませてふいてください�

		本機を湿気やホコリの多い場所に置かないでください。
� 故障の原因になる�とがあります�故障の原因になる�とがあります�
		本機をぐら�いた台の上や傾いた所など、不安定な場所に
置かないでください。

	�落ちたり倒れたりして、けがの原因になる�とがあります�落ちたり倒れたりして、けがの原因になる�とがあります�
	磁気カードなどは本機に近づけないでください。
� ��カードなどの内�が��される場合があります���カードなどの内�が��される場合があります�
		ハンドスト…ッ…やベルトクリッ…は確実に取り付けてく
ださい。

� 	落下によるけが、�機の破損の原因になる�とがあります�

■����について（つ�き)���について（つ�き)について（つ�き)（つ�き)つ�き)

R警告
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■―バッ…リーパックに�いて

R危険
◎――バッ…リーパックは、火の中に投入したり、加熱したりししたりしし
ないでください。

― ―バッテ�ー�ック内部のガスに引火して、破裂�火災など
の原因になります�

◎――コンクリートなどの堅い床に落としたりするなど、強い衝
撃を与えたり、投げ付けたりしないでください。

― ―外観上、ひび割れ�破損がない場合でも、内部で破損してい
る場合があり、その状態で使用をつ�けると、破裂、発火�
火災、発熱�発煙の原因になります�

◎――火やストーブのそば、車内や炎天下など、高温になる場所
での充電はしないでください。

― ―保護装置が動作して、充�できなくなったり、保護装置を破
損したりして、破裂、発煙、発火�火災、�けどの原因になしたりして、破裂、発煙、発火�火災、�けどの原因になして、破裂、発煙、発火�火災、�けどの原因にな
ります�

◎――火やストーブのそば、車内や炎天下など、60℃を超える
環境で放置、または使用しないでください。

― ―バッテ�ー�ックの���寿命の�下、破裂、発煙、発火の�下、破裂、発煙、発火�下、破裂、発煙、発火
�火災、液もれ、�けどの原因になります�

◎――下記の事項を守らないと、破裂、発火や火災、発熱や発煙、
液�れ、感電、やけどの原因になります。

――バッテ�ー�ックの端子にハンダ付けをしないでください�
―�バッテ�ー�ックの端子�を針金などの金属類で��しな
いでください�

――ネック�スなどの金属類�導��のあるものをバッテ�ー
�ックの上に放置したり、バッテ�ー�ックと一�に持ち一�に持ちに持ち
運んだりしないでください�

――バッテ�ー�ックは、��海�につけたり、ぬらしたりしな
いでください�

――弊社指�の充�器での充�、および受信機の使用について�受信機の使用について�の使用について�
しい検査をしていますので、弊社指�以外の充�器で使用
したり、それ以外の用途には使用したりしないでください�したりしないでください�しないでください�

―�バッテ�ー�ックから漏れ�した液が目に入ったときは、
�すらないでください�

� �失明のおそれがありますので、すぐにきれいな�で�った
あと、ただちに医師の治療を受けてください�

――バッテ�ー�ックは、分解�改造をしないでください�

		�期間ご使用にならないときは、本機の電源を切り、電池
を取りはずしてください。

― ����を使用しないときは、必ず�源スイッ�を切ってくを使用しないときは、必ず�源スイッ�を切ってく
ださい�

安
全
上
の
ご
注
意
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R警告
◎――バッ…リーパックの使用中や充電中、または保管中などに、
い��より発熱しているなど異常と感じられたときは、使
用しないでお買い上げの販売店、または弊社サポートセン
ターにお問い合わせください。

― ―そのまま使用すると、バッテ�ー�ックの破裂、発熱、液
もれ、故障の原因になります�

◎――バッ…リーパックを電子レンジや高圧釜などに入れたり、
電磁調理器の上に置いたりしないでください。いたりしないでください。でください。

― 破裂、発火�火災、発熱�発煙の原因になります�
◎――指定の充電時間以上、充電しないでください。
― ―満充�後、すぐに再充�を繰り返すと、過充�になり、バッ
テ�ー�ックの破裂、発熱、液もれの原因になります�

◎――指定の充電時間を超えて�充電を完了しないときは、ただ
ちに充電を中止してください。

― �破裂、発火�火災、発熱�発煙の原因になります�
◎――バッ…リーパックから漏れだした液が皮膚や衣服に付着し
たときは、放置しないでください。

― ―皮膚に障害を与えるおそれがありますので、すぐにきれい
な�で�い�してください�

◎――バッ…リーパックは、ぬれた状態で本製品に�着しないで本製品に�着しないでに�着しないで
ください。

― �受信機の�源端子に��海�が付着して、故障の原因にな受信機の�源端子に��海�が付着して、故障の原因になに��海�が付着して、故障の原因にな
ります�

◎――赤ちゃんや小さなお子さまの手が届かない場所で使用、保
管してください。

― 発熱、感�、けが、故障の原因になります�
◎――テープを巻きつけたり、加工したりしないでください�したりしないでください�しないでください�
� �バッテ�ー�ックから、ガスが発生する�とがあります�
� 破裂、発熱、液もれの原因になります�



安全上のご注意
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R注意
◎――下記の事項を守らないと、破裂、発熱、液�れ、サビ、性
能や寿命の低下の原因になることがあります。

―�バッテ�ー�ックを満充�にした状態、または完全に使い
切った状態で長期�放置しないでください�

� �長期�バッテ�ー�ックを保管する場合は、バッテ�ー
�ックの��が約半分になってから、取りはずして保管し
てください�

―�5℃〜35℃以外の環境で充�しないでください�
―�−10℃～＋60℃以外の環境で使用しないでください。
―�����を長期�使用しない場合は、バッテ�ー�ックを取���を長期�使用しない場合は、バッテ�ー�ックを取を長期�使用しない場合は、バッテ�ー�ックを取、バッテ�ー�ックを取バッテ�ー�ックを取
りはずし、下記の�度範囲で��の少ない場�に保管してはずし、下記の�度範囲で��の少ない場�に保管して
ください�

― ・1ヶ月以内― ：–20℃～+50℃
― ・3ヶ月以内― ：–20℃～+35℃
― ・約1年― ：–20℃～+20℃
―�寒い戸外�冷えたままで充�しないでください�
◎――清掃には、シンナーやベンジンを絶対に使用しないでくだ
さい。

― ―ケースが変質したり、塗装がはがれたりする原因になる�がれたりする原因になる�原因になる�
とがあります�

� 普段は、�いた�わらかい布でふいてください�
◎��バッテ�ーをお買い上げいただいたとき�、2ヵ月以上使
用しなかったときは、必ず充�してください�

■―充電器に�いて
R危険
――IC-RX7専用のバッ…リーパックの充電器です。
― 指�以外の充�には使用しないでください�
� �池の破裂、発熱、液もれの原因になります�
―この製品を分解、改造しないでください。
� 火災、発熱、感�、けが、故障の原因になります�

R警告
―充電器に水を入れたり、ぬらしたりしないでください。したりしないでください。ないでください。
― また、水にぬれたときは、使用しないでください。
� 火災、発熱、感�、故障の原因になります�
――接続ケーブルの上に重い�のを載せたり、挟んだりしない
でください。

― 傷ついて破損し、火災、感�、故障の原因になります�
――接続ケーブルを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、
引�っ張ったり、加熱したりしないでください。

� 傷ついて破損し、火災、感�、故障の原因になります�
――充電器の……�に金属�を�し―まないでください。……�に金属�を�し―まないでください。に金属�を�し―まないでください。
� 火災、発熱、感�、故障の原因になります�
――赤ちゃんや小さなお子さまの手が届かない場所で使用、保
管してください。

� 感�、けがの原因になります�

安
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―ぬれた手で電源……�や機器に絶対触れないでください。
― 感電の原因になります。
――接続ケーブルに傷が�いたときやACコンセントの�し―
みがゆるいときは、使用しないでください。、使用しないでください。使用しないでください。

� 火災、感�、故障の原因になります�
――煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のま
ま使用しないでください。

� �そのまま使用すると、火災、感�、故障の原因になります｡
� �すぐにA�コンセントから充�器を�き、煙が�なくなるの充�器を�き、煙が�なくなるのを�き、煙が�なくなるの
を確認してからお買い上げの販�店、または弊社サポートセサポートセ
ンターにお�い合わせください��

R注意
――充電またはバッ…リーパックを本製品に�着する前に必ず本製品に�着する前に必ずに�着する前に必ず
この取扱説明書をよく読んでください。

―5℃以下または35℃以上では充電しないでください。
― ―�囲�度が5℃以下または35℃以上になる場�では、充�
されない�とがあります�

――湿気やホコリの多い場所や、や、風通しの―悪い場所で使用した―
り、タコ足配線やACアダ…ター��を�着させたりして使��を�着させたりして使を�着させたりして使
用しないでください。

― 火災、発熱、感�、故障の原因になる�とがあります�
――充電後や充電しないときは、ACコンセントから充電器を�充電器を�を�
いてください。

― 火災、発熱の原因になる�とがあります�

――充電器を�き�しするときは、接続ケーブルを引�っ張らなを�き�しするときは、接続ケーブルを引�っ張らな接続ケーブルを引�っ張らなを引�っ張らな
いでください。

― ―火災、感�、故障の原因になる�とがありますので、�源
プラグを持って�いてください�

――清掃するときは、シンナーやベンジンを絶対使用しないで
ください。

� �ケースが変質したり、塗料がはがれたりする原因になる�がれたりする原因になる�る原因になる�
とがあります�普段は�わらかい布で、汚れのひどいとき
は�で薄めた中��剤を少し含ませてふいてください�

――���をぐらついた�の上��いた�など、不安�な場�をぐらついた�の上��いた�など、不安�な場�
に置かないでください�

� �落ちたり倒れたりして、けがの原因になる�とがあります�
――直射日光のあたる場所やヒーター、クー…ーの吹き出し口
など、温度変化の激しい場所には設置しないでください。

― ―充�器の火災、故障、誤動作、変�、変色、またはバッテバッテ
�ー�ックの破裂、発熱、液もれの原因になる�とがありの破裂、発熱、液もれの原因になる�とがあり
ます�

■�充�器についてつ�き充�器についてつ�きについてつ�き
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■―バッ…リーケースに�いて (BP-262)
R危険
◎――下記の事項を守らないと、破裂、発火や火災、発熱、液�
れ、感電、やけどの原因になります。

	�B��262(���)は、アルカ���池�用のバッテ�ーケーアルカ���池�用のバッテ�ーケー�用のバッテ�ーケー
スです�

� �指�以外の�池を入れないでください�指�以外の�池を入れないでください�以外の�池を入れないでください�
	�充�しないでください�
	�ハンダ付けしないでください�
	�バッテ�ーケースの�池端子�をショートさせないでくだ
さい�

	�ネック�スなどの金属類とバッテ�ーケースを一�に持ちケースを一�に持ちを一�に持ち
運んだり、放置しないでください�

	�火�ストーブのそば、炎天下など、高�になる場�での使
用、または放置をしないでください�

	�長時�使用しない場合は、液もれのおそれがありますので、
アルカ���池を取りはずしてください�を取りはずしてください�

� �また、�池のアルカ�液が目に入ったり、皮膚�衣服に付
着したりしたときは、�すったり、触ったりしないでくださ
い��

� �失明、皮膚障害のおそれがありますので、すぐにきれいな�
で�い�したあと、ただちに医師の治療を受けてください�

�※オキシライド��池も使用可�です�オキシライド��池も使用可�です�

R警告
◎――下記の事項を守らないと、破裂、発熱、液�れ、けがの原因
になります。

	�テープを巻きつけたり、加工したりしないでください�したりしないでください�しないでください��
��池から、ガスが発生する�とがあります�から、ガスが発生する�とがあります�

	��海�につけたり、ぬらしたりしないでください�したりしないでください�ないでください�
	分解�改造をしないでください�
���池を交換するときは、す�ての�池を�時に交換してくす�ての�池を�時に交換してくの�池を�時に交換してく
ださい�

　�また、種類の異なる�池を混ぜて使用したり、新しい�池
と古い�池を混ぜて使用しないでください�

安
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外部電源接続時のご注意
◎�����の外部�源ジャック(D��6V)に入力できる�圧は、
DC―5.1�～6.95.1�～6.9～6.96.9�です�

� �2�V系�12V系のバッテ�ー�載�には、直���しないで�12V系のバッテ�ー�載�には、直���しないでのバッテ�ー�載�には、直���しないで�載�には、直���しないで�には、直���しないで
ください�故障の原因になります�

◎�����は、�源を切っても常に微少の��が�れます�
� �特に、���の���18を��してしばらく使用しないとき
は、�のバッテ�ー保護のため、必ず���から���18を
取りはずしてください�

◎��外部�源にスイッ�ング�源を使用した場合、スイッ�ン
グノイズの影響を受ける�とがあります�

電波法に�いてのご注意
���法第59条で｢特定の相手方に対して行われる無線通信を
傍受して、その存在若しくは内容を漏らし、又はこれを窃用し
てはならない｣と通信の秘密について�められています�
※�����の取り扱いには�分��して、��法を守ってくだ���の取り扱いには�分��して、��法を守ってくだの取り扱いには�分��して、��法を守ってくだ
さい�

―ービル運用上のご注意
◎――安全運転のため、本製品は�行中に操作しないでください。本製品は�行中に操作しないでください。は�行中に操作しないでください。
― ―操作する場合は、必ず安全な場所に車を停車させてください。
◎――安全運転に必要な外部の音が聞こえない状態で車両を運転
しないでください。

◎――本製品を車に取り付ける場合、安全運転に支障がないよう
に取り付けてください。

― ―また、エアバック�備車に本製品を取り付ける場合、このシ
ス…ムの動作に影響を及ぼす取り付けかたはしないでくだ
さい。

◎――本製品をハイブリッドカーでご使用になる場合は、搭載さ
れているインバーターからのノイズの影響を受けて、正常
に受信できないことがあります。

JIS保護等級４(防ま�形)相当の防水性能
�の��は、J��保護���(�まつ�)��の����を確保
していますので、少々の雨でも使用できます�
ただし、絶対に�につけないでください�
�につけると故障の原因になります��
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アナロ�放送からデジタル放送への移行に�いて
		本製品は地上デジタル放送(音声)に対応しておりません。
		地上デジタル放送は2006年12月1日から全国で放送が
開始されています。

		ただし、該当地域におけるサービスエリア(受信可能エリ
ア)は、限定されていることがあります。サービスエリア
は順次拡大される予定です。

		地上アナロ�放送は2011年7月に終了することが、国の
方針で決定しています。す。。

取り扱い上のご注意
◎������バッテ�ー�ックを�端に寒い場�から持ち運ん����バッテ�ー�ックを�端に寒い場�から持ち運んバッテ�ー�ックを�端に寒い場�から持ち運ん
だ場合は、結露する可��があります�

� �結露した場合は、�分をふき取ってからご使用ください�
◎��付属のアンテナは、���を�で持ったときに特�がよく���を�で持ったときに特�がよくを�で持ったときに特�がよく
なるように�計しています�

◎使用できるのは、日�国内に限られています�
◎�����の故障、誤動作、不�合あるいは��などの外部要���の故障、誤動作、不�合あるいは��などの外部要の故障、誤動作、不�合あるいは��などの外部要
因により通信、通話などの機会を失ったために生じる損害
�逸失利益または第三者からのいかなる請求についても��
社は一切その責任を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい�

お願いとおことわり
◎�����は、�重な管理のもとに生産、�荷されていますが���は、�重な管理のもとに生産、�荷されていますがは、�重な管理のもとに生産、�荷されていますが
万一ご不審な点、お��きの点などがございましたら、お買
い上げいただいた販�店、または弊社サポートセンターに、または弊社サポートセンターにまたは弊社サポートセンターにサポートセンターに
お�い合わせください��

◎����は広帯域受信機です����は広帯域受信機です�は広帯域受信機です�
� ����の内部発�(スプ�アス)により、受信できなかったの内部発�(スプ�アス)により、受信できなかった
り、雑音を発生させたりする���もありますが、故障でさせたりする���もありますが、故障でする���もありますが、故障で
はありません�

安
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ご使用の前に1

1

■―アン…ナの取り付けかた

取り付けるときは、アンテナ(付属�)の根元を持って時計まわ持って時計まわ時計まわ
りに�で締まる程度まで回します�
取りはずすときは、アンテナの根元を持って反時計まわりに
回します�

■―ベルトクリッ…の取り付けかた

�体背面の取り付け部に “カ�ッ ”と音がするまではめ�んで
ください�

この部分を持って回す

アンテナ(付属品)

ベルトクリップ(付属品)

外すときは、レバーを
上げてください。

【ご参考に】
�MA型のアンテナコネクターを採用しています�
付属�のアンテナでも�分な受信感度がありますが、�い�
��帯�運用する場�により受信しにくい場合があります�
市販のアンテナをご使用になると受信��がさらによくな
る場合がありますので、販�店にご�談ください�



�

1ご使用の前に

■―ハンドスト…ッ…の取り付けかた

運用時�持ち歩くときに、ハンドストラップ(付属�)に��を付属�)に��を)に��をに��を
とおしておくと、落としたりしないで安全です�おくと、落としたりしないで安全です�

R警告
アン…ナの端やハンドスト…ッ…を持って本製品を�り�本製品を�り�を�り�
したり、投げたりしないでください。
�人�他人に�たって、けが�故障、および破損の原因にな
ります�

ハンドストラップ
(付属品)

1



各部の名称と機能�

�

■操作パネル q―アン…ナコネクター
付属のアンテナを��するコネクターです�(+�1)
※��MAコネクターを使用すれば、外部アンテナも��できます�

w―キーボード(+��)
運用����ダイ�クトキー�作、MENU画面の各機�を�
�します�

e―外部電源ジャック[DC―6�]
付属�の充�器を��するジャックです�(+�12)
���の���18(シガ�ットライターケーブル)を使用す
ると、外部�源による運用もできます�(+�1�)

r―SP(スピーカー)/CI-�ジャック[SP]
���のヘッドホン(H���)などを��するジャックです�
(+�91)
また、���のクローニングソフトウェア（������)
を使って�ソコンから���をクローニングできます�
(+�90)
���の�T�1�を��して、�ソコンから�機を�作する
�ともできます�(+�95、�96)

t―DIAL(ダイヤル)ツマミ
MENU画面の中の諸機�の切り替え�、���ー�ャンネル
(M��H)のネームの切り替えなどをします�
また、サー��スキャンの方向を切り変えるときにも使用
します�
※�[∫][√]/[DIAL]ツマミの割り�て機�を入れ替えでき
ます�(+�26)

q

t

r

e

w

スピーカー

ディスプレイ
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�各部の名称と機能

■キーボード
―

�NO./DIALキー[NO./DIAL]
➥�短く押すと、ナンバー(ネーム呼び�し番号)
入力画面に入ります�(+�51、�52)

➥�長く(約1秒)押すごとに、[∫][√]/[DIAL]ツ
マミの割り�てている機�を入れ替えます�
(+�26)

�CLR/SQLキー[CLR/SQL]
➥�MENU画面��時に短く押すと、��画面
を解除します�(+�5�)

➥�文字入力時に短く押すと、点滅している文
字を�します�(+��3、���)

➥�長く(約1秒)押すごとに、�ニター機�を
“�N/�FF”します�(+�16)

�MENU/LOCKキー[MENU/ ]
➥�短く押すと、MENU画面を��します��
(+�5�)
　�MENU画面�作時に短く押すと、MENU画
面の一番上の階層に戻ります�

➥�長く（約１秒）押すごとに、キーロック機�を
“�N/�FF”します�
　�ただし、MENU画面�作時は、無効になり
ます�(+�26)

�ENT/MWキー[ENT/MW]
➥�短く押すと、各機�の決��選択をします�
➥�VF�、サー�のH�LD中、またはスキャン中
に長く(約1秒)押すと、���ー編集画面に
入ります�

➥�サー�中に長く(約1秒)押すと、オート�
��ーライトサー�を “�N/�FF”します�
(+�33)

�アッ…/ダウンキー[∫]/[√]
➥�短く押すと、受信音�をアップまたはダウ
ンします�(+�15)
　�キーを押しつ�けると��動作になります�
➥�短く押すと、MENU画面の項目����ー編
集画面の項目を切り替えます�
　(+�5�、��1〜��3)
※�[∫][√]/[DIAL]ツマミの割り�て機�を入
れ替えできます�(+�26)
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� 各部の名称と機能

■キーボード(�づき)

�レフト/…イトキー[Ω]/[≈]
➥�サー�中�サー�のH�LD中、またはVF�
�ードのときに、短く押すとバンドを切り替
えます�(+�1�)

➥�スキャン中�スキャンのH�LD中に短く押
すと、グループを切り替えます�(+�19)

➥�MENU画面のときに短く押すと、階層を切
り替えます�(+�5�)

➥�スキャン中�スキャンのH�LD中に長く
(約1秒)押すと、カテゴ�を切り替えます�
(+�19)

➥�VF�� ー ド のときに長 く(1秒)押 すと、
�ューニングステップを1MHｚステップに
切り替えます�(+�21)

�HOLD―�キー[HOLD―�]
➥�サー��スキャン中に短く押すごとに、サー
��スキャンを一時��/再開を切り替えま
す�(+�1�、�19)

➥�長く(約1秒)押すと、VF��ードを��しま
す�(+�19)

�SCANキー[SCAN]
➥�短く押すと、�ンクスキャンを開始します�
(+�19)

➥�長く(約1秒)押すと、MENU画面のスキャン
項目に移動します�

�SEARCHキー[SEARCH]
➥�短く押すと、オールサー�を開始します�
(+�1�)

➥�長く(約1秒)押すと、MENU画面のサー�項
目に移動します�

�電源キー[ ]
　�長く(約1秒)押すごとに、�源を“�N/�FF”
します�

HOLD V

SCAN

S ARCHE

ATT

DIAL

SQL MW

HOLDHOLD

SCANSCAN

SEARCH

.

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

SKIP

MENU

CLR ENT

NO.

ATT

DIAL

SQL MW

HOLD V

SCANSCAN

SEARCH

.

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

SKIP

MENU

CLR ENT

NO.

ATT

DIAL

SQL MW

HOLDHOLD

SCANSCAN

SEARCH

.

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

SKIP

MENU

CLR ENT

NO.

y

t

r

e

r

!1

!2

!3

e

q

w

u

i

o

!0



�

�各部の名称と機能

�…ンキー[0]～[9]
➥�スキャン中に登録した�ンク番号(ダイ�ク
トキー番号)でダイ�クトキー�作ができま
す�(+��9、�50)

➥�VF��ードのときに短く押すと、���を
��します�(+�20)

�・ATTキー[･ATT]
➥�スキャン中に短く押すと、ダイ�クトキーの
入力画面を��します�(+�50)

➥�長く(約1秒)押すごとに、アッテネーター機
�を“�N/�FF”します�(+�25)

�SKIPキー[SKIP]
➥�スキャンの一時��中に短く押すと、スキッ
プ�ャンネル(�K��→��K��→�灯)を��
します�(+�3�)

➥�スキャン中に長く(約1秒)押すと、グループ
スキップを��します�(+�38)

➥�サー�で��を受信したときに長く(約1秒)
押すと、スキップ�ャンネルに�き�みます�
(+�3�)

➥�MENU画面のスキップ��項目で短く押す
と、スキップを��します�(+�38)

0

SKIP

ATT

9

2



�

� 各部の名称と機能

■デ…ス…レイ q―電池残量表示(+�11)
バッテ�ー�ック、バッテ�ーケース(アルカ���池)を
装着しているときに��します�
バッテ�ーの��が少なくなると、�池マークが半分にな
ります�
※充�中は、�池マークが半分ずつ交互に点滅します�
　充�が完了すると、�灯します�(+�12)

w―アッ…ネーター表示部(+�25)
アッテネーター機�が動作中に��します�

e	RF―GAIN表示部(+�25)
RF―GAINが動作中に��します�

r―デュ…レックス表示部(+��9〜�82)
�ュプ�ックス運用�ード(−DU�/+DU�)を選択中に�
�します�

t―キャンセ…ー/�SC機能表示部(+�29、�30、�86)
空線キャンセラー/M�Kキャンセラー/V��機�を��し
ます�
TRAIN1/2�：空線キャンセラーの動作中を��
MSK� ：M�Kキャンセラーの動作中を��
�SC� ：V��の動作中を��

y―…ートパワー…フ機能表示部(+�89)
オート�ワーオフ機�を��しているときに点灯します�

u―DIAL/�OL表示部(+�26)
[DIAL]ツマミの�作機�を��します�

q w e tr y u

@0
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i

!5 !4 !3 !2



�

�各部の名称と機能

i―ロック表示部(+�26)
キーロック機�が動作している�とを��します�

o―各種トーン機能表示部(+�8�)
トーンスケル�/ポケットビープ/DT��スケル�/逆トー
ンスケル�/逆DT��スケル�機�を��します�
TSQLS� ：��T���によるポケットビープ機�の動作

中を��
TSQL� ：トーンスケル�機�の動作中を��
DTCSS�：�DT��によるポケットビープ機�の動作

中を��
DTCS� ：DT��コードスケル�機�の動作中を��
TSQL―R� ：逆トーンスケル�機�の動作中を��
DTCS―R� ：�逆DT��コードスケル�機�の動作中を

��

!0―受信状態表示部
サー�/スキャン/ホールドなどの受信状態を��します�

!1―ナンバー表示部
ネームに登録したナンバー(ネーム呼び�し番号)�ベー
シックサー�の�H番号を��します�

!2	…ート――リー…イトサー―表示部(+�33)
オート���ーライトサー���時に��します�

!3―スキッ…表示部(+�3�)
スキップ機�を��します�
SKIP� ：���ースキップを��
PSKIP� ：プログラムスキップを��

!4―……イ…リ……表示部(+�53〜�56)
プライオ�テ�機�が動作しているときに点灯します�

!5―受信―ード表示部(+�21)
受信�ード(��型式)を��します�

!6―S―ーター表示部
受信中の信号の強さを��します�(+�23)

!7―ネーム表示部(+���)
受信しているネームを��します�
ネームを��していないときは運用���を��します�

!8―�ルー…表示部(+���)
受信しているグループを��します�

!9	カ…ゴリ表示部(+���)
受信しているカテゴ�を��します�

@0	カ…ゴリアイコン表示部(+��0、���)
受信しているカテゴ�のアイコンを��します�
カテゴ�アイコンは、カテゴ�の編集画面で変更できます�
アイコンの種類は、�T�U�K�、�BU��、��A��、��A�E�
�A��、�TA���、�M�T���Y�LE�、�T�A�N�、��H���、
�YA�HT�、�A����AFT�、�GL�DE��、�HAM�、�HAM�
HH�、��AD���、�TV�、�EME�GEN�Y�、�F��E�、
�WEATHE��、�HUMAN�、�AN�MAL�、�BU�LD�NG�、
�H�U�E�、����G�AM��EA��H�の合計23種類あり
ます�

2



電源に�いて�

�

■バッ…リーパックの�着

バッテ�ーカバーを、�の�順(カバーを、�の�順(、�の�順(q→w)にしたがって取りはは
ずします�ます�
※逆の�順(w→q)でバッテ�ーカバーを装着します�バッテ�ーカバーを装着します�ます�
※����の�源を切ってから、取りはずしてください����の�源を切ってから、取りはずしてください�の�源を切ってから、取りはずしてください�

バッテリーカバー

止め具

q

w

R注意
�期間使用しないときは、バッ…リーパック、またはバッ…使用しないときは、バッ…リーパック、またはバッ…
リーケースを必ず本製品から取りはずしてください。本製品から取りはずしてください。から取りはずしてください。
���の�源を切った状態でも、常に微少の��が�れての�源を切った状態でも、常に微少の��が�れて
いますので、寿命が短くなったり、�池が��したりする、�池が��したりする�池が��したりする
原因になる�とがあります�

バッテリーパック

�取り付けかた

文字がある面を上側に
セットします

q

バッテリーパック
�取り付けかた

文字がある面を上側に
セットします

q

w

�取りはずしかた



■�電池の�着�電池の�着電池の�着�着

�池の��+(プラス)、_(マイナス)に注意して、単三�アル三�アル�アルアル
カ���池(3�)をバッテ�ーケース(B��262)に入れます��池(3�)をバッテ�ーケース(B��262)に入れます��

Dバッ…リーケースを正しくご使用いただくために

◎��池の��(+と_)に､ご注意ください�
◎���池の�圧が、���の動作範囲以下になると、�源が��池の�圧が、���の動作範囲以下になると、�源がの�圧が、���の動作範囲以下になると、�源が
切れます�

◎�バッテ�ーケースの�池端子部にゴミ�ホコ�が付着する
と、正常に動作しない�とがあります�動作しない�とがあります�ない�とがあります�

　各端子は、�いた布などで�期的にお�入れしてください�
◎���池に記載されている注意事項も、併せてお読みいただ
き、正しくご使用ください�

※�オキシライド��池も使用可�です�オキシライド��池も使用可�です�

10

�電源に�いて

単三形アルカリ
乾電池(3本)

バッテリーケース
(BP-262)

【ご参考に】
�池は、��が�下するほど��の減少が著しくなります�
使用できる�度の下限は、一般的に−10℃とされています�
寒冷地でご使用になる場合は、バッテ�ーケース(B��262)
の部分を�分に保�しながらご使用ください�

《�電池�着時のご注意》
���は�源を“�FF”にしても、常に微��が�れています�
��池が��する原因になりますので、���を使用しな
いときは必ず��池を�体から取りはずしてください�

バッテリーパック

バッテリーケース

�取り付けかた

�取り付けかた

文字がある面を上側に
セットします

端子の引っかかりに注意

端子の引っかかりに注意

止め具

q

q

w

止め具

w

3

R 危険
�単三�アルカ���池�用です�三�アルカ���池�用です��アルカ���池�用です�アルカ���池�用です��用です�
	マンガン��池�単三�の充�式�池を入れて使用しない��池�単三�の充�式�池を入れて使用しない単三�の充�式�池を入れて使用しないの充�式�池を入れて使用しない式�池を入れて使用しない�池を入れて使用しない
でください�
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� 電源に�いて

■運用時間と残量表示に�いて運用時間と残量表示に�いて

Dバッ…リーパックの残量表示に�いて
バッテ�ー�ックを装着時、��に�じて変�します�を装着時、��に�じて変�します�

D�電池の��時期に�いて電池の��時期に�いて
アルカ���池の��が少なくなると、音が�んだり、途切�池の��が少なくなると、音が�んだり、途切、音が�んだり、途切
れたりします�ます�
�のようなときは、3�とも新しい��池に交換してください���池に交換してください��池に交換してください�に交換してください�交換してください�

Dバッ…リーパックの運用時間の�安の�安
AF�格�力、バックライト�FFの��受信時
バッ…リーパック：約8時間：約8時間
使用条件などにより､運用時�が異なる�とがありますので､などにより､運用時�が異なる�とがありますので､により､運用時�が異なる�とがありますので､
ご注意ください�

D�電池の運用時間の�安の運用時間の�安の�安
AF�格�力、バックライト�FFの��受信時
バッ…リーケース：約16時間30分：約16時間30分分
使用条件�アルカ���池の種類(�造元など)により､運用時アルカ���池の種類(�造元など)により､運用時の種類(�造元など)により､運用時
�の異なる�とがありますので､ご注意ください�の異なる�とがありますので､ご注意ください�異なる�とがありますので､ご注意ください�
※���池の特�により､��では運用時�が短くなります｡の特�により､��では運用時�が短くなります｡

【ご参考に】に】】
�触不良を�ぐために、バッテ�ー�ックの�源端子を�い
た布などで�期的に清掃される�とをおすすめします�

表示 バッ…リーパックの状態
�分に��があります�
充�する時期です�(短時�の運用は可� )
【点滅】充�する時期です�(�分で�源が切れます )充�する時期です�(�分で�源が切れます )�分で�源が切れます ))

表示 電池の状態
�分に��があります�
��が減っています��( 短時�の運用は可� )
【点滅】�池を交換する時期です�する時期です�
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�電源に�いて

■充電のしかた

バッ…リーパックは、出荷時の状態では十分な充電がされて
いません。ご使用の前に、必ず充電してください。

		付属の充電器を使用して、充電してください。の充電器を使用して、充電してください。を使用して、充電してください。
� �充�するときは、必ず���の�源を“�FF”にしてください����の�源を“�FF”にしてください�の�源を“�FF”にしてください�
� �また、ご家庭のコンセントの�圧(A�100V)が�端に�く
なったときは、正常に充�できない�とがあります�

※�2�V系のバッテ�ー�でご使用の場合は、D��D�コンバーでご使用の場合は、D��D�コンバーの場合は、D��D�コンバー
ター(2�Vを12Vに変換する装置)が必要です�お買い上げする装置)が必要です�お買い上げ)が必要です�お買い上げ
の販�店にご�談ください�

〈充電時間は、約5時間です。〉

D充電中の表示の表示
	�源を切った状態で充�
� ��� �→� �→� �→
� �と変�します�します�

�	充�が完了
� � (充���)が�えます�が�えます�

※�源を入れた状態で充�
� ��� (�灯)�→� �→� �→� (�灯)�と��������
が変�します�変�します�します�

� 充�が完了すると、����は�えます�

CP-18(別売品)
シガレットライターケーブル
(DC-DCコンバーター内蔵)

AC 100V
コンセントへ

充電器(付属品)

外部電源
ジャック
[DC 6V]

IC-RX7

充電中の表示 プログラムNo.01をサーチ

R 注意
バッ…リーパックを満充電にした状態、または完全に使い
切った状態で�期間放置しないでください。
�長期�バッテ�ー�ックを保管する場合は、バッテ�ー�ッ
クの��が約半分になってから、���から取りはずして���から取りはずしてから取りはずして
保管してください�保管期�と�度範囲については、��保管期�と�度範囲については、��
のxページをご覧ください�

3
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� 電源に�いて

■充�のしかた(つ�き)
D充電に�いてのご注意
◎	�バッテ�ー�ックをお買い上げいただいたとき、または長
期�使用しなかったときは、ご使用の前に必ず充�してく使用しなかったときは、ご使用の前に必ず充�してく
ださい�

◎����の運用�充�をしないときは、外部�源から取りは充�をしないときは、外部�源から取りはをしないときは、外部�源から取りは
ずしてください�
◎�バッテ�ー�ックは���ですから、充�を繰り返すと運
用時�が短くなっていきます�
　�運用時�が�端に短くなったときは寿命ですので、新しい
バッテ�ー�ック(B��2��)をご購入ください�

R 危険
◎����以外の充�器を使って充�しないでください����以外の充�器を使って充�しないでください�以外の充�器を使って充�しないでください�を使って充�しないでください�しないでください�
◎��B��2��以外の�池(ニッカド/ニッケル�素など)は、充
�できません�

◎��B��262(バッテ�ーケース)に市販の単三�充�式�池単三�充�式�池充�式�池式�池�池
などを入れても充�できません�

◎	�ネック�スなどの金属類と一�に持ち運んだり、放置し
ないでください�

� �ショートすると�池の破裂、発熱、液もれの原因となり、
危険です�

◎		充�器およびバッテ�ー�ックの端子をショート�分解
しないでください�感�のおそれがあります�

� また、火��のなかに入れないでください�
� 爆発のおそれがあります�

R 注意
◎	�常�(20℃前後)で充�してください�
� ��囲�度が5℃以下または35℃以上になる場�では、正
常に充�されない�とがあります�

� �また、寒�の�しい場�によっては�分に充�できないまた、寒�の�しい場�によっては�分に充�できない
�とがあります�

R 警告
◎		���のバッテ�ー�ックは、継ぎ足し充�ができます
ので、常に満充�にしてご使用ください�

� なお、満充�した直後の再充�はしないでください�
◎���充�が完了した直後に、�源プラグの�き差しを繰り返す充�が完了した直後に、�源プラグの�き差しを繰り返す直後に、�源プラグの�き差しを繰り返す
などして再充�をしないでください�
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�電源に�いて

■外部電源の接続
���の���18(シガ�ットライターケーブル)を使用する�
とにより、�のシガ�ットライター(12V系のバッテ�ー�)
から、�源を供給できます�
※��2�V系のバッテ�ー�の場合は、D��D�コンバーター
(2�Vを12Vに変換)が必要です�

� お買い上げの販�店にご�談ください�

D外部電源接続に�いてのご注意
◎��外部�源の�圧が�く、���の外部�源ジャック(D�外部�源の�圧が�く、���の外部�源ジャック(D�の�圧が�く、���の外部�源ジャック(D�が�く、���の外部�源ジャック(D�、���の外部�源ジャック(D����の外部�源ジャック(D�の外部�源ジャック(D��
6V)に��した�圧が�いときは、バッテ�ー�ックから
の�源供給になります�

◎��外部�源が供給されると、�ワーセーブ機�(+�8�)は無
効になります�

◎�����18(シガ�ットライターケーブル)をご使用の�、運用をご使用の�、運用運用
���によっては妨害を受ける場合があります�

■―ヒューズの��に�いて
���18は、5Aのヒューズが内蔵されています�ヒューズが
切れたときは、下�のようにして�じ��のヒューズを交換下�のようにして�じ��のヒューズを交換のようにして�じ��のヒューズを交換ようにして�じ��のヒューズを交換�じ��のヒューズを交換
してください�

CP-18(別売品)
シガレットライターケーブル
(DC-DCコンバーター内蔵)

IC-RX7

ヒューズ　5A

3



基本操作のしかた�

1�

■電源を入れる
[ ]を長く押して、�源を“0N”にします�
	�ビープ音が鳴り、｢ICOM―IC-RX7｣を��したあと、運用
���を��します�

	�源を切るときも、�じ�作をします�
� ※�MENU画面内の｢…ー…ニン�ロゴ表示の設定｣項目で、

オープニングロゴ��を省略できます�(+��8)

■受信音量を調整する
[∫]または[√]を短く押して、受信音�を調整します�
� (音��ベル[0〜39]は��スプ�イに��します�)
			�[∫]―：大きくなります��

[√]―：小さくなります�(初期��：�ベル19)
� ※キーを押しつ�けると、��動作になります�
� ※�MENU画面����ー編集画面に入ると、受信音�の

調整ができません�
� ※�[∫]/[√]と[DIAL]ツマミの割り�て機�を入れ替えれ

ます�(+�26)
� ※��作音�を調整したい場合は、MENU画面内の｢ビー…

レベルの設定｣項目でビープ音を調整できます�(+��6)

音量レベル表示

最小(左回しきり)
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�基本操作のしかた

■スケル―レベルを調整する
弱い信号を排除し、好みの�ベル以上の信号だけを受信する
のに便利です�
スケル��ベルの�値が小さいほど、弱い信号でも受信でき
ます�

q��[CLR―SQL]を長く(約1秒)押したあと、[DIAL]ツマミを1
ク�ック回すと、現在��しているスケル��ベルを��
します�

� 初期��で“AUTO”を��しています�
w��[DIAL]ツマミを回して、スケル��ベルを調整します�
― 	スケル��ベルは、｢OPEN｣*、｢AUTO｣、｢LE�EL1｣〜
｢LE�EL9｣の中から選択ます�

� � *常にスケル�を開いた状態にします�

SQL
CLR

スケルチ レベル9選択時(最大)

スケルチ AUTO選択時

■―ニターのしかた
受信信号が弱かったり、途切れたりして聞�えにくい場合に
使用します�

[CLR―SQL]を長く(約1秒)押すと、スケル�を開いて受信し
ます�スケル��ベルの“OPEN”と�じ状態になります�
	��ニター機�を解除するときは、[CLR―SQL]を短く押し
ます�

SQL
CLR

モニター機能動作時は点滅する

4
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� 基本操作のしかた

◆運用バンドを切り替える
���では、0.150〜1300.000MHzの受信���範囲を
10バンドに分けています�運用バンドは、サー��ードと
VF��ードで使えます�
バンドごとの初期�����は、右記のとおりです�

q	�サー��ード(左記)またはVF��ード(+�19)にします�
w	[Ω]/[≈]を短く押すごとに、バンドを切り替えます�

HOLD V

S ARCHE VFOモード表示

■操作―ードに�いて
���には、サー��ード、スキャン�ード、VF��ードとい
う3つの�作�ードがあります�

Dサー――ード
�サー��ードとは、��が�ている���を�す�ードの�サー��ードとは、��が�ている���を�す�ードの�
とです�
特�の���範囲から順番に、音(信号)が�ていると�ろを
�していきます�

[SEARCH]を短く押して、オールサー�を開始します�
	 		バンドの切替(+�1�、�18)�：[Ω]/[≈]を短く押す
	 		アップサー�の切替� ：[DIAL]ツマミを右に回す
	 		ダウンサー�の切替� ：[DIAL]ツマミを左に回す
	 		サー�を一時��� ：[HOLD―�]を短く押す
	 		一時��から再開� ：[HOLD―�]を短く押す
	 		一時��中に���の切替�：[DIAL]ツマミを回す
� 信号を受信したときは、サー�を一時��します�
� 信号が途切れると、サー�を再開します�
� MENU画面に入ったときはサー�を一時��します�
� サー�の詳細については5章(+�2�〜�38)をご覧ください�

ダウンサーチ中の表示アップサーチ中の表示
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�基本操作のしかた

BC(1M)バンド 5Mバンド 50Mバンド FM放送(76M)バンド
(0.150MHz～1.620MHz) (1.625MHz～29.995MHz) (30.000MHz～75.995MHz) (76.000MHz～107.995MHz)

800Mバンド 430Mバンド 300Mバンド 144Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz) (382.100MHz～769.795MHz) (255.100MHz～379.895MHz) (137.000MHz～252.895MHz)

1200Mバンド AIR(118M)バンド
(960.100MHz～1300.000MHz) (108.000MHz～136.995MHz)

: を短く押す

を短く押す:

バンドごとの初期表示周波数

4
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� 基本操作のしかた

Dスキャン―ード
スキャン�ードとは、���ーに登録した�ャンネルから�
�が�ている�ャンネルを�す�ードの�とです�
※�� � では、���が���ーに登録された時点で
「M��H�(���ー�ャンネル)と言います�

[SCAN]を短く押して�ンクスキャンを開始します�
	 	アップスキャンの切替� ：[DIAL]ツマミを右に回す
	 	ダウンスキャンの切替� ：[DIAL]ツマミを左に回す
	 	スキャンを一時��� ：[HOLD―�]を短く押す
	 	一時��から再開� ：[HOLD―�]を短く押す
	 	カテゴ�の切替� ：[Ω]/[≈]を長く押す
	 	グループの切替� ：[Ω]/[≈]を短く押す
	 	 �Hの切替� ：[DIAL]ツマミを回す
� �信号を受信したときは、スキャンを一時��します�
� 信号が途切れると、スキャンを再開します�
� MENU画面に入ったときはスキャンを一時��します�
� �スキャンの詳細については�章(+��5〜�52)をご覧くだ
さい�

ダウンスキャン中
の表示

アップスキャン中
の表示

D�FO―ード
VF��ードとは、[DIAL]ツマミまたはテンキーで、���を
選んで受信する�作�ードです�

q��[SEARCH]または[SCAN]を短く押します�
w��[HOLD―�]を長く(約1秒)押すと、VF��ードになります�
	 	[DIAL]ツマミを回すと、���を選択できます�
	 	VF��ードに入る前に��されていたサー�の���、
またはスキャン���がVF�で��されます�

HOLD V

S ARCHE

[DIAL]
ツマミ

SCAN
VFOモード表示
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�基本操作のしかた

■…ンキーで周波数を入力するには
VF��ード�プログラムサー�の���を��
するとき�、M��Hの���を変更するときに、テ
ンキー([0]〜[9]および[･ATT])と[ENT―MW]
で、���を直�入力できます�

ATT.

1

4

7

2

5

8

0

3

6

9

MW
ENT

【ご注意】
1kHzケタを入力するときは、�ューニングス
テップにより、入力を受け付けない場合があり
ます��のときは、[0](�値)を入力し、[DIAL]
ツマミで���を��してください�

D入力のしかた
q��VF��ードにします�(+�19)
w		テンキーから、希望の���を順番に入力します�
� �1kHzケタまで入力すると、「ピー」と音が鳴り、���を確�します�
� 入力の途中で[CLR―SQL]を短く押すと、入力する前のVF���に戻ります�

[入力例]

�0.820MHzの設定 �1260MHzの設定 �100kHz以下の周波数
を変更する場合

1260.000MHzを
1260.240MHzにする

1

4

ATT.ATT.

2

2

28

0

6

0

0

0
MW
ENT

4
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� 基本操作のしかた

■受信―ード(電波型式)を設定する
受信�ード(��型式)は初期��で“AUTO”に��しています�
“AUTO”選択時は、受信バンドごとによく使用されている受
信�ード(��型式)が選択されます�

q��MENU画面に入り、｢MODE｣の��内�に入ります�

w��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、受信�ード(��型式)を
切り替えます�

― ｢FM｣→｢WFM｣→｢AM｣→｢AUTO｣
	���した受信�ードは、受信中の運用バンドだけに有効
です�

[DIAL]
ツマミ

MENU

MW
ENT

AMモード

WFMモード

オートモード時のみ点灯

FMモード

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡MODE　(+�68)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡―ード）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

■周波数を大きく動かすときは
VF��ードで、���を大幅に移動するときに便利な機�です�

q�VF��ードにします�(+�19)
w��[Ω]または[≈]を長く(約1秒)押します�
e��[Ω]を短く押すと、10MHzステップに切り替わります��
[≈]を短く押すと、1MHzステップに切り替わります�

r��[CLR―SQL]を短く押して、1MHzステップまたは10MHz
ステップ��を解除します�

10MHzステップ選択時

1MHzステップ選択時
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�基本操作のしかた

■―ューニン�ス…ッ…
�ューニングステップ(T�)とは、[DIAL]ツマミで���を�
�するときに、変�する���のステップ幅です�
�ューニングステップは、M��H�プログラムサー�の項目ご
とに��できます�
また、オフセット���を切り替えるステップ幅にもなります�
(+�81)
�ューニングステップは、
5.0/6.25/7.5/8.33*1/9.0*2/10.0/12.5/15.0/20.0/25.0/30.0/
50.0/100.0/125.0/200.0kHz、およびAUTO(初期��)が選
択できます�
� M1：�A��(118M)バンドのみ選択でき、その他のバンドで

は選択できません�
� M2：�B�(1M)バンドのみ選択できます�

D―ューニン�ス…ッ…を変更する
	�ューニングステップを変更するときは、MENU画面内の�
｢―ード/TS/トーン関連の設定｣項目で��できます�

q��MENU画面に入り、｢TS｣の��内�に入ります�

w			[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、�ューニングステップを
選択します�

e��[CLR―SQL]を短く押して、MENU画面を解除します�

[DIAL]
ツマミ

5kHzステップ選択時
設定したステップ幅で周波数が変化する

5kHzステップ選択時

MW

MENU

ENT

[DIAL]
ツマミ

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡TS　(+�6�)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡TS）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

4
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� 基本操作のしかた

■FM(…ジ…)放送を受信する
《例》FMラジオ　88.100MHzを受信する

q�VF��ードにします�(+�19)
w			[Ω]/[≈]を�回短く押して、FM放送(�6M)バンドを選択し
ます�

� ※�受信�ードがWFMでないときは、MENU画面からWFM
を選択します�(+�21)

e	[DIAL]ツマミを回して、88.100MHzを��します�
r	信号を受信すると、FM(ラジオ)放送が聞�えてきます�
� 信号の強さに�じて��ーターが�れます�

■―アン…ナの切り替えに�いて
◎��AM…ジ…放送受信時のアン…ナ(バーアン…ナ)
� �B�(1M)バンドで、AMラジオ放送の���帯(0.�95MHz
〜1.620MHz)を受信するときは、内蔵のバーアンテナを
使用できます�

� �アンテナコネクターにアンテナを��しなくてもAMラジ
オ放送をお楽しみいただけます�

◎��FM…ジ…放送受信時のアン…ナ(イヤホンアン…ナ)
� ���するイヤホンをワイヤーアンテナとして使用できます�
� �イヤホンアンテナは全ての受信�ード/バンドでご使用い
ただけますが、アンテナの特�上、FMラジオ放送の���
帯（�6.000MHｚ〜10�.995MHz)�TV放送などの強い
��を受信するときにより効果があります�

�バーアンテナ、イヤホンアンテナと外部アンテナの切り替え
は、MENU画面で行います�
�バーアンテナを使用するときは、｢AM―ANTENNA｣(AMア
ンテナ)を選択します�(初期��：バー)
�イヤホンアンテナを使用するときは、｢FM―ANTENNA｣(FM
アンテナ)を選択します�(初期��：ガイブ)

[DIAL]
ツマミ

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

希望の周波数を設定する

AMアンテナ選択(英語) AMアンテナ選択(日本語)

【ご参考】
利得の高いアンテナ(市販�)をご使用の�に、他局からの抑
圧�妨害などを受ける場合は、ATT機�(+�25)を�Nに�
�してください�



��

�基本操作のしかた

DAMアン…ナ/FMアン…ナの設定を変更する
q��MENU画面に入り、｢AM―ANTENNA｣または｢FM―ANTENNA｣
の��内�に入ります�

w			[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、アンテナ切り替えの��
内�を選択します�

		�B�(1M)バンド受信時は、E�T�D�(ガイブ�D�)、E�T�
L��AL(ガイブ�ローカル)またはBA�(バー)を選択します�

		�FM放送(�6M)バンド受信時は、E�T(ガイブ)または
EA��H�NE(イヤホン)を選択します�

e��[CLR―SQL]を短く押して、MENU画面を解除します�

バーアンテナ選択(英語) バーアンテナ選択(日本語)

外部アンテナ選択(英語) 外部アンテナ選択(日本語)

※��イヤホンアンテナまたは内蔵のバーアンテナを使用すると
きは、ノイズを受けたり、スプ�アスを受信したりする�と
があります�

� ��の場合は、市販の外部アンテナまたは付属のアンテナを
使用する�とをおすすめします�

※��AMラジオ放送またはFMラジオ放送以外を受信するとき
は、付属のアンテナまたは市販の外部アンテナを使用して
ください�

※��バーアンテナを使用するときは、よく聞�える方向に向けて
ください�

MENU➡�ETT�NG➡AM―ANTENNA　(+��1)
（�ニュー➡セッテ�ング➡AM―アン…ナ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡�ETT�NG➡FM―ANTENNA　(+��1)
（�ニュー➡セッテ�ング➡FM―アン…ナ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

4
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� 基本操作のしかた

■ATT機能に�いて
アッテネーター(減衰器)は、強い信号を受信したときに信号
強度を減衰して受信音のひずみを�減します�また、高��
なアンテナ(市販�)を使用した場合に、強い信号からの妨害
を抑える効果もあります�
アッテネーターの減衰�は約15dBですが、受信���によ
り変�します�

[･ATT]を長く(約1秒)押すごとに、アッテネーター(ATT)機
�が“�N/�FF”します�
“ON”時は、“ATT”��が点灯します�
		アッテネーター機�は、す�てのバンドで動作します�
� �ただし、バーアンテナまたはイヤホンアンテナを使用して
いるときは動作しません�

		M��Hごとに��が可�です�(+��1)

ATT.

アッテネーター表示

■受信感度(RF―GAIN)機能に�いて
受信の感度を��します�
妨害により目的の��が聞�えにくい場合、GA�Nを調整する
�とで、聞�え�すくなる場合があります�
通常はMA�(最大感度)で使用します�

q��MENU画面に入り、｢RF―GAIN｣の��内�に入ります�

w		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、受信感度(�F�GA�N)を選
択します�

		受信感度はMIN/1～9/MAX(初期��値)の中から選択し
ます�

	�MA�(初期��値)以外を��すると、“RF”��が点灯し
ます�

e		[CLR―SQL]を短く押して、MENU画面を解除します�

レベル5選択時

RF 表示

MENU➡�ETT�NG➡RF―GAIN　(+��1)
（�ニュー➡セッテ�ング➡RF―ゲイン）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�
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�基本操作のしかた

■―[DIAL]ツマミと[∫]/[√]に割り当てている
機能を入れ替える

[DIAL]ツマミ(����M��Hなどの��)と、[∫]/[√](音�
調整)に割り�ててある機�を入れ替えできます�
[NO.―DIAL]を長く(約1秒)押すごとに、��が変わります�
画面の��とその割り�ては以下のとおりです�

DIAL
NO.

[DIAL]ツマミで音量操作

[∫]/[√]キーで音量操作

DIAL表示

VOL表示

DIAL �OL

[DIAL]
ツマミ

���の��
スキャン方向の切り替え
���ーの切り替え
スケル�の切り替え

音�の��

[∫]/[√]

音�の�� ���の��
スキャン方向の切り替え
���ーの切り替え
スケル�の切り替え

■ロック機能の使いかた
不用意に[DIAL]ツマミ�テンキーに触れても、����運
用状態が変わらないようにする機�です�
[MENU― ]を長く(約1秒)押します�
� ロック機���時は、 (鍵マーク)が点灯します�
� �ロック機�を解除するときも、�じ�作をします�
� �ロック機�を��していても、[ ]/[∫]注/[√]注

/[CLR―SQL]注/[MENU― ]キーはロックされません�
� � ※�[∫]/[√]と[DIAL]ツマミの割り�てている機�を入

れ替えたときは、[∫]/[√]がロックされ、[DIAL]ツマ
ミはロックされません�

� 注)�MENU画面内の｢キーロック機能の設定｣により、ロッ
クするキーを変更できます�

MENU

ロック表示

MENU➡�ETT�NG➡LOCK　(+���)
（�ニュー➡セッテ�ング➡ロック）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

4



サー―のしかた�

��

■サー―に�いて
サー―とは、周波数や…ロ�…ムした周波数範囲を自動で信
号の出ているところを探し出す機能です。

Dサー―の種�に�いて
サー��ードには6種類のサー�があります�
スキップする���は、“PSKIP”を指�します�(+�3�)

	SEARCH(オールサー�)�+P30
� �す�ての受信���範囲をサー�します�

	BASIC―SEARCH(ベーシックサー�)�+P31
� 受信���範囲を�すアイコンを選択してサー�します�

	BAND―SEARCH(バンドサー�)�+P31
� ��している運用バンドの���範囲をスキャンします�

	PROGRAM―SEARCH(プログラムサー�)�+P32
� �プログラムサー�用�ャンネル(���G�AM��EA��H)に
�き�んだ���範囲をサー�します�

	PROGRAM―LINK(プログラム�ンクサー�)�+P32
� �MENU画面にある ｢…ロ�…ムサー―のリンク設定
(PROGRAM―LINK)｣項目(+�126)で指�したプログラ
ムサー�を��してサー�します�

	AW(オート���ーライトサー�)の動作�+P33
� �サー�中に信号を受信すると、その���をオート��
�ーライト用�ャンネル(�H000〜�H199)へ自動的に
順次�き�みます�

バンド周波数 下限 上限 バンド周波数

サーチ

ジャンプ
スタート

[例 BC(1)Mバンド選択時]

(0.150MHz) (1.620MHz)

サーチ

ジャンプ

ジャンプ

受信周波数 下限

[例 プログラムNo.01(初期設定)選択時]

(144.000MHz)
上限 受信周波数

(146.000MHz)

受信周波数 下限 上限 受信周波数

サーチ

ジャンプ

P SKIPP SKIP

(0.150MHz) (1300.000MHz)

受信周波数 下限

[例 エアーバンド選択時]

上限 受信周波数

サーチ

ジャンプ

P SKIPP SKIP

(118.000MHz) (137.000MHz)

信号を受信するとオートメモリーライト用
チャンネルへ自動的に順次書き込む

チャンネル 周波数

  000

  199

ーーー
ーーー
ーーー
ーーー
ーーー

サーチ

ジャンプ

ジャンプ

受信周波数 下限
(144.000MHz)

上限 受信周波数
(146.000MHz)

[例 プログラムNo.01(初期設定)選択時]

No.01
周波数範囲

No.02
周波数範囲

サーチ サーチ

ジャンプ

ジャンプ

[例 プログラムNo.01にNo.02をリンク選択時]

��



��

�サー―のしかたた

Dスケル―の調整
通常スケル��ベルは“AUTO”にしていますが、受信信号の
強さに�じて、サー�が一時��するように調整できます�
		サー�動作中に [CLR―SQL]を長く(約1秒)押したあと、
[DIAL]ツマミを回すと、スケル��ベルの調整ができま
す�(+�16)※サー�は一時��します�

� ��スケル��ベルを調整後、[CLR―SQL]を短く押して
[SEARCH]を短く押すとサー�が再スタートします�

Dサー―中の[DIAL]ツマミに�いて
		サー�中に[DIAL]ツマミを回すと、回した方向でアップ
サー�とダウンサー�を切り替えます�

		信号を受信してサー�が一時��しているときに、[DIAL]
ツマミを回すと即時再スタートします�

Dサー―中のス…ッ…に�いて
サー�中に���を切り替えるステップ幅は、オールサー�
/バンドサー�の場合、MENU画面にある｢―ューニン�ス
…ッ…の設定(TS)｣項目(+�22)で��できます�
プログラムサー�は、���G�AM��Hに��している����
G�AM編集画面の�ューニングステップで動作します�
プログラムサー�でT�を指�したとき以外は全て運用バン
ドの��でサー�します�

Dサー―ストッ…時のビー…音設定
信号を受信してサー�が一時��したとき、信号を受信した
�とを知らせるビープ音を、MENU画面にあるサー���項
目の｢ストッ…ビー…の設定(STOP―BEEP)｣項目(+�65)で
��できます�

Dスキッ…機能に�いて
�す�てのサー�でスキップ(必要のない���をサー�から除
外する)指�ができます�
スキップの��については�3�を参照してください�

D受信―ード(電波型式)に�いて
		サー�の��型式を変更できます�
� ��MENU画面にある｢―ードの設定(MODE)｣項目(+�21)
で��できます�

D信号を受信すると
		信号が途切れるまで受信を�けます�
� ��また、途中で信号がなくなると、約2秒(初期��)後に再
スタートします�

		上記のタイマーは、MENU画面にある｢サー―一時停止タイ
マーの設定(PAUSE)｣項目(+�65)、｢サー―再スタートタ
イマーの設定(RESUME)｣項目(+�66)で変更できます�

��
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� サー―のしかたた

DTRAIN(空線キャンセ…ー)機能に�いて
通話していない鉄道無線で聞�える空線信号を検�できます�
T�A�N1またはT�A�N2を��したときに空線信号を受信す
ると、受信音をミュートします�
		TRAIN1
� T�A�N1単一���の空線信号を検�します�
		TRAIN2
� �1500HzのシングルトーンとM�K制御信号が交互に切

り替わる信号を検�します�
� �T�A�N2を��したときに検�する空線信号の���

は、固�です�
※�T�A�N(空線キャンセラー)機�の��については、�30を
ご参照ください�
※�サー�中に信号を検�すると、｢サー―一時停止タイマーの
設定(PAUSE)｣項目(+�65)の��に�わらず、サー�を
再スタートします�

DMSK機能に�いて
M�A無線などで聞�えるM�K制御信号を検�できます�
※M�K機�の��については、�30をご参照ください�
			M�K機�を��したときにM�K制御信号を受信する

と、受信音をミュートします�
			サー�中にM�K制御信号を検�すると、｢サー―一時停

止タイマーの設定(PAUSE)｣項目(+�65)の��に�わ
らず、サー�を再スタートします�

DTRAIN1空線信号の周波数を設定する
q	運用バンドと���を��します�(+�1�〜�20)
w	MENU画面から空線���を��します�

	空線信号の���を��します�

	 	T�A�N1空線信号の���を10Hzステップで300Hz〜
3000Hz��範囲で��できます�(初期��：2280Hz)

e		[CLR―SQL]を短く押すと、MENU画面から受信状態にな
ります�

※�T�A�N1空線信号の���は、M��Hごとに指�できます�

		�空線信号の���(2280Hz)を±50Hz程可変する�と
により、空線キャンセラー機�の効果が向上する�とが
あります�

		�T�A�N1空線信号の���を確認するときは、M��Hを選
択して、上記と�様に�作します�

初期設定値 3000Hz設定時

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡TRAIN―FREQ　(+��0)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡TRAINシュウハスウ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�



�0

�サー―のしかたた

DTRAIN(空線キャンセ…ー)/MSK機能を設定する
q	運用バンドと���を��します�(+�1�〜�20)
w	MENU画面からキャンセラーを��します�

	CANCELLER(キャンセラー)
		OFF― ― ：―動作をしません�(初期��)
	 TRAIN1	：	空線キャンセラー機�が動作します�
� � � 　※�検�する空線信号の���は、T�A�N1空

線信号(初期��値：2280Hz)です�
	 TRAIN2	：	1500HzのシングルトーンとM�K制御信号

が交互に切り替わる信号を検�します�
� � � 　※�検�する空線信号の���は固�です�
	 MSK	 	 ：M�K機�が動作します�
e		[CLR―SQL]を短く押すと、MENU画面から受信状態にな
ります�

■サー―の操作
各サー�の�作のしかたについて説明します�

D…ールサー―の操作
[SEARCH]を短く押すとオールサー�を開始します�
※�[HOLD―�]を押すとサー�を一時��し、さらに[HOLD―�]
を押すとサー�を再スタートします�

※�サー�中に [DIAL]ツマミを回すとアップサー�/ダウン
サー�を切り替えます�

※スキップを��するときは�3�、�38をご参照ください�

		�空線キャンセラー機�、M�K機�は受信信号が弱いとき
�、ノイズが多いときなどは正しく動作しない�とがあり
ます�

		空線キャンセラー機�、M�K機�はす�ての空線信号また
はM�K信号を検�するものではありません�M�K信号は
1200bpsのM�K信号を検�できます�

� ����がズ�た場合などは検�できない�ともあります�

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡CANCELLER　(+��0)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡キャンセ…ー）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

オールサーチ中の表示
S ARCHE

HOLD V

【ご参考】
���にはサー�を�めるキーは存在しません�
ただし、[HOLD―�]でサー�を一時��させて���を確
認できます�
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� サー―のしかたた

Dベーシックサー―の操作
q	[SEARCH]を長く(約1秒)押して、MENU画面のサー��
�を��します�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢ベーシックサー―の設
定(BASIC―SEARCH)｣項目を選択します�

e�[ENT―MW]を短く押します�
r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、1�種類の���範囲の
中から聞きたい���範囲のアイコンを選択します�

t��[ENT―MW]を短く押すと、ベーシックサー�を開始します�
※��ベーシックサー�の内�は、�
��クローニングソフトウェア
(������)で変更できます�

Dバンドサー―の操作
q	[SEARCH]を長く(約1秒)押して、MENU画面のサー��
�にします�

w	[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢バンドサー―の設定
(BAND―SEARCH)｣項目を選択します�

e�[ENT―MW]を短く押します�
r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、10個のバンドの中から
聞きたいバンドを選択します�

t��[ENT―MW]を短く押すと、バンドサー�を開始します�
※――バンド選択画面に��する��
�は、前回受信した���です�

� �バンドサー�するときは、�の
���からスタートします�

ベーシックサーチを選択

エアーバンドを選択

ベーシックサーチ中の表示

90% 90%

ベーシックサーチを選択

エアーバンドを選択

ベーシックサーチ中の表示

[DIAL]
ツマミ

S ARCHE

MW
ENT

バンドサーチを選択

BC（1M)バンドを選択

バンド選択画面

バンドサーチ中の表示

[DIAL]
ツマミ

S ARCHE

MW
ENT



��

�サー―のしかたた

D…ロ�…ムサー―の操作
q	[SEARCH]を長く(約1秒)押して、MENU画面のサー��
�にします�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢…ロ�…ムサー―の設
定(PROGRAM―SEARCH)｣項目を選択します�

e�[ENT―MW]を短く押します�
r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、登録しているプログラ
ムの中から聞きたいプログラム番号を選択します�

� ※プログラムを�き��ときは�35をご参照ください�
t��[ENT―MW]を短く2回押すと、プログラムサー�を開始し
ます�

� �プログラムサー�中に[Ω]または[≈]を押すと、プログラ
ムサー�番号を切り替えます�

D…ロ�…ムリンクサー―の操作
q	[SEARCH]を長く(約1秒)押して、MENU画面のサー��
�にします�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢…ロ�…ムリンクの設
定(PROGRAM―LINK)｣項目を選択します�

e�[ENT―MW]を短く押します�
r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、登録している�ンク�ャ
ンネルの中から聞きたい�ャンネルを選択します�

� ※��ンクを��するときは�36をご参照ください�
t��[ENT―MW]を短く2回押すと、
プログラム�ンクサー�を開始
します�

� �プログラム�ンクサー�中に
[Ω]または[≈]を押すと、�ン
ク番号を切り替えます�

D工場出荷時の…ロ�…ムサー―に�いて
プログラムサー�は、No.00〜N0.2�の各プログラムに�き
�んだ���範囲をサー�します�工場�荷時、��されて
いるプログラムサー�の内�は、次のとおりです�
	…ロ�…ムサー―
� No.00：ALL― � 0.150MHz〜1300.000MHz
� No.01：�HF― 1��.000MHz〜� 1�6.000MHz
� No.02：UHF― ― �30.000MHz〜� ��0.000MHz
※�No.03～No.2�は工場�荷時、何も��されていません�スタート選択 プログラムサーチ(No.01)の表示

プログラムサーチ項目選択 No.01選択

プログラムリンクサーチ
リンク番号No.0の表示
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D…ート――リー…イトサー―の操作
q受信したいサー�を選択し、開始します�
w	[ENT―MW]を長く(約1秒)押すと、“AW”��が点滅して、
オート���ーライトサー�を開始します�
� 	信号を受信すると、
― ― ―5秒���して、受信した���をオート���ーライ
ト用�ャンネルの�H.000に�き�みます�

� � (�き�み時はビープ音が“ピッピッ”と鳴ります�)
� � �き�みが終わると自動的に再スタートします�
� 	オート���ーライト用�ャンネルは、�H.000〜
�H.199の合計200�Hあります�

� �サー�中に[Ω]または[≈]を押すと、バンドまたはプログ
ラムサー�範囲が切り替わります�

e	[ENT―MW]を長く(約1秒)押すと、オート���ーライト
サー�を解除します�

※�それ以前に�き�んだオート���ーライト用�ャンネル
があれば、順次上位�ャンネルにシフトします�

※�す�てのオート���ーライト用�ャンネル(200�H)を
�き�んだときは、ビープ音を “ピー ”と鳴らしてオート��
�ーライトサー�を解除します�

※�す�てのオート���ーライト用�ャンネルが�き�まれ
ている状態では、オート���ーライトサー�を開始でき
ません�

D…ート――リー…イト用―ャンネルの呼び出し
オート���ーライトサー�で�き�んだ�ャンネルを呼び
�します�

q	MENU画面から、｢…ート…イトCH｣の��内�に入ります�

w�[DIAL]ツマミを回して、オート���ーライト用�ャンネ
ルを選択します�

AW表示

��

� サー―のしかたた

MW
ENT

MENU➡�EA��H➡AUTO―WRITE―CH　(+�6�)
（�ニュー➡サー�➡…ート…イトCH）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

オートライト用チャンネル選択 オートメモリーライト用
チャンネル表示



D�…ート――リー…イト用―ャンネルから――リー
―ャンネルへのコピーのしかた
オート���ーライトサー�で�き�んだ�ャンネルを��
�ー�ャンネルへコピーします�
���ー�ャンネルに登録しておくと�ャンネルを整理でき
て便利です�

q	MENU画面から、｢…ート…イトCH｣の��内�に入ります�
w�[DIAL]ツマミを回して、オート���ーライト用�ャンネ
ルを選択します�

e	[ENT―MW]を長く(約1秒)押すと、���ー�ャンネル編
集画面を��します�

� ※��き�みたいカテゴ�、グループ、ネームを選択して
[ENT―MW]を長く(約1秒)押すとコピーできます�

� � �カテゴ�、グループ、ネームの編集は、6章(+�39〜
���)をご覧ください�

D…ート――リー…イト用―ャンネルのクリア操作
オート���ーライトサー�で�き�んだ�ャンネルをす�
て��します�
※1�Hごとのク�アはできません�
� �保存しておきたい�ャンネルは、���ー�ャンネルへコ
ピーしておく�とをおすすめします�

q	MENU画面から、｢…ート…イトCH｣の��内�に入ります�

w	[DIAL]ツマミを回して、オート���ーライト用�ャンネ
ルを選択します�

e	[SKIP]を長く(約1秒)押すと、す�てのオート���ーラ
イト用�ャンネルをク�アします�

��

�サー―のしかたた

MENU➡�EA��H➡AUTO―WRITE―CH　(+�6�)
（�ニュー➡サー�➡…ート…イトCH）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

オートライト用メモリーチャンネル
クリアの表示

長く押すSKIP

[DIAL]
ツマミ

MW
ENT

SKIP

MENU

メモリーチャンネル編集画面表示

[DIAL]
ツマミ

MW
ENT

SKIP
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� サー―のしかたた

■…ロ�…ムの書き―みかた
個�にサー�したい���範囲を��できます�

q	[SEARCH]を長く(約1秒)押して、サー���画面にします�
w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢…ロ�…ムサー―の設
定(PROGRAM―SEARCH)｣項目を選択します�

e�[ENT―MW]を短く押します�
r	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、No.00〜No.2�の中か
ら登録したい番号を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

t	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[EDIT]を選択します�
y�[ENT―MW]を短く押します�
� �プログラム�き�み画面に入ります�
u	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[LOW]を選択します�
� 【ご注意】�[L�W]/[H�GH]項目の���を入力していない

ときは、ほかの項目は編集できません�
i�[ENT―MW]を短く押します�

o[0]～[9]または[・ATT]で、���を��します�
!0��uで[HIGH]を選択し、ioを繰り返して[HIGH]の���
を��します�

!1	[∫]/[√]または [DIAL] ツ マ ミ で、[NAME]/[TS]/
[MODE]/[ATT]を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

!2	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、��内�を選択します�
� ※名前入力のしかたは��3、���を参照ください�
!3�[ENT―MW]を短く押します�
!4��プログラムの��を解除するときは、[CLR―SQL]を短く押
します�

D…ロ�…ムのクリア操作
プログラムに登録している編集内�を削除します�
q	左記の「…ロ�…ムの書き―みかた｣のq〜rの�作をし
て、削除したい番号を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[CLEAR]を選択します�
e�[ENT―MW]を短く押します�
r	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[YES]を選択します�
t�[ENT―MW]を短く押して削除を確�します�

LOW選択 LOWとHIGH入力後の表示

プログラムサーチNo.03の
EDIT選択

プログラムサーチ編集画面

CLEAR選択 YES選択



��

�サー―のしかたた

■―…ロ�…ムリンクの編集
サー�のとき、個�に�ンクさせたい���範囲をプログラ
ムの中から選択できます�
※�プログラムサー��ンクは、10個の�ンク項目があり、初
期��でプログラム�ャンネルNo.00〜N0.2�す�てを
�ンクしています�

Dリンクしている…ロ�…ムの呼び出し
q	MENU画面から、｢…ロ�…ムリンク｣の��内�に入ります�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、No.0〜No.09の中から
�ンクサー�したい番号を選択し、[ENT―MW]を短く押し
ます�

e	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[DETAIL]を選択します�
� �ンクしているプログラムの一覧が��します�
r	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、確認したいプログラム
を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

� プログラムの�き�み情報が��します�

Dリンクしている…ロ�…ムのクリア操作
q	左記の「リンクしている…ロ�…ムの呼び出し｣のq、wの
�作をして、削除したい�ンク番号を選択し、[ENT―MW]
を短く押します�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[CLEAR]を選択します�
� �ンクしているプログラムの一覧が��します�
e	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、削除したいプログラム
を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

r	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[YES]を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

� 選択したプログラムの�ンクを解除します�

D…ロ�…ムのリンク設定
q	左記の「リンクしている…ロ�…ムの呼び出し｣のq、wの
�作をして、�ンクさせたい番号を選択し、[ENT―MW]を
短く押します�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[ADDITION]を選択し
[ENT―MW]を短く押します�

� 新たに�ンクできるプログラムの一覧が��します�
� 【ご注意】�す�てのプログラムを�ンク��している場合、

[ADDITION]は無効になります�
e	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、�ンクさせたいプログラ
ムを選択し、[ENT―MW]を短く押します�

� 選択したプログラムの�ンク��が完了します�DETAIL選択 プログラム（ALL)選択

MENU➡�EA��H➡PROGRAM―LINK　(+�63)
（�ニュー➡サー�➡…ロ�…ムリンク）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決� 5



��

� サー―のしかたた

■スキッ…周波数の指定と解除のしかた
Dスキッ…周波数の登録
サー�中に、一時��した���をサー�の対象から飛び越
す(スキップ)ように指�する機�です�
M��Hに�K��登録した���は、サー�のときにスキップし
ますので、頻繁に��するような���はスキップに登録し
ておくと快適なサー�ができ便利です�
q		サー�中に���が一時��します�
w��[SKIP]を長く(約1秒)押します�
� �ピッピピと鳴り、一時��した���を、スキップ���と
して新規カテゴ�と新規グループを作成し、下記の名前で自
動的に�き�まれます�

� カ…ゴリ―：Program―Search― �ルー…―：PSKIP1
― ※グループ(��K��1)は最大100�hまでです�
� 　101�Hからは自動的に��K��2に�き�まれます�
e��き�みが完了すると、サー�が再スタートします�

Dスキッ…周波数の指定と解除
q	スキャンから[HOLD―�]を短く押して一時��します�
w��[SKIP]を短く押すごとに、“SKIP”��を下記のように切
り替えます�

� “SKIP”→“PSKIP”→“OFF(消灯)”
	SKIP― ：�スキャンのとき、指�したM��Hをスキッ

プします�
	PSKIP― ：―サー�/スキャンのとき、指�したM��H(�

��)をスキップします�
	OFF(消灯)―：�指�したM��Hは、スキップを解除してサー

��スキャンの対象になります�

サーチで周波数を受信中

新規カテゴリ
「Program Search｣が作成

SKIP

…ロ�…ムスキッ…とは
“PSKIP”に��したM��H(���)をサー�中にスキッ
プします�そのため、わずらわしい���をさけ、サー�
のスピードアップができます�
�の��は、MENU画面のプログラムスキップの��
(+�6�)で “�N(初期��)/�FF”できます�
��が “�N”のときは、サー�中の画面で “PSKIP”の�
�が点滅します�

“PSKIP”が点滅



��

�サー―のしかたた

■スキッ…の指定
Dスキッ…の設定
スキャン中に、一時��した���をスキャンの対象からは
ずす(スキップ)ように指�する機�です�
q		MENU画面から、スキャンの｢スキッ…｣の��内�に入り
ます�

w��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、スキップさせたいカテゴ
�を選択します�

� ※�[ENT―MW]を押してwの�作を繰り返すと、グループ�
ネームを選択します�

e��[SKIP]を短く押すごとにスキップの��を�N/�FFします�

D�ルー…スキッ…の指定と解除
グループごとにスキャンの対象からはずす(スキップする)よ
うに指�する機�です�
q	スキャン(+�19)を開始します�
w��[SKIP]を長く(約1秒)押します�
e	[DIAL]ツマミで、グループスキップの�N/�FFを選択し、
[ENT―MW]を短く押します�

	ON― ：指�したM��Hのグループをスキップします�
	OFF―：指�したM��Hのグループをスキップしません�
※�グループスキップの��は、MENU画面のスキャンの｢ス
キッ…｣の��で確認できます�

MENU➡��AN➡SKIP　(+�60)
（�ニュー➡スキャン➡スキッ…）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

【ご注意】
	“�K��”を指�しているカテゴ��グループは、�ンクを
�Nに��しても、スキップします�

グループスキップ　ON選択グループスキップ　OFF選択
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――リーに書き――�

��

サー�で受信した���を���ー�ャンネル(M��H)に�
き�み、または�き替えをします�
���ーに�き���とで、もう一度サー�しなくても、�き
�んだ場�を選択すれば聞く�とができます�
※VF��ードで受信した���も�き�めます�

M��Hには、[カ…ゴリ]/[�ルー…]/[ネーム]/[CH]という階
層に分類して�き�めます�
各階層の新規登録ができる�は以下のとおりです�
	カテゴ�� ：最大26個
	グループ� ：最大100個(カテゴ�ごとに)
	ネーム� ：最大100個(グループごとに)
	�H� ：最大6個(ネームごとに)

���には、通常のM��Hとして1600�H、プログラムサー
�用�ャンネルとして25�H、およびオート���ーライト
200�Hの合計1825�Hを内蔵しています�

◆�M��Hに記憶できる内�
す�てのM��Hで受信���のほかに、下記の内�を記憶し
ます�※プログラムサー�用、オート���ーライト用は除く
	��ュプ�ックス�、�シフト方向(＋/−)�、�オフセット��
��、�トーンスケル�のトーン���と各種トーン機��、
�DT��コード・���、�スキップ�、�T��、�受信�ード(�
�型式)�、�プライオ�テ��、�ストップビープ�、�V���、
�ATT�、�キャンセラー�、�T�A�N����

���ー�ャンネルの階層�

メモリーチャンネル

カテゴリ01

カテゴリ02

カテゴリ03

カテゴリ26

グループ01

グループ02

グループ03

グループ100

ネーム01

ネーム02

ネーム03

ネーム100

1CH

2CH

3CH

4CH

5CH

6CH

・・・

・・・

・・・

■―サー―で受信した周波数を――リーへ書き――



�0

D―M-CHの書き―みかた
《例》��一時��した、“433.52000MHz”を新規カテゴ�の

新規グループの新規ネームに�き��場合

q	�サー��ードで�33.52000MHzが一時��します�
w	�[HOLD―�]を短く押します�
e	�[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、カテゴ�編集画面に入
ります�

� [カ…ゴリ編集画面]
r	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[ADDITION]を選択し、
[ENT―MW]を短く押します�

t		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、カテゴ�の編集項目を選
択し、[ENT―MW]を短く押して��します�

� カテゴ�の編集項目
� NAME― ICON― SKIP
― LINK― DIRECT―KEY(+��9、�50)
� ※名前入力のしかたは��3、���を参照ください�
y	�[ENT―MW]を短く押して、カテゴ�編集画面に戻ります�
u		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[NEXT]を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

� グループ編集画面に入ります�

� [�ルー…編集画面]
i	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、グループの編集項目を選
択し、[ENT―MW]を短く押して��します�

� グループの編集項目
� NAME― SKIP― LINK― DIRECT―KEY
� ※名前入力のしかたは��3、���を参照ください�
o	�[ENT―MW]を短く押して、グループ編集画面に戻ります�
!0		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[NEXT]を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

� ネーム編集画面に入ります�
(次ページにつ�く)

CATEGORY編集画面 NEXT選択

新規 カテゴリ

新規 グループ

新規 ネーム

CH : 433.52000
・・・

・・・
・・・

書き込む

�0

�――リーに書き――
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すでに登録しているカテゴ�に追加したい場合は、その
カテゴ�を選択します�
※�そのあと、[∫]/[√] または [DIAL] ツ マ ミ で
[ADDITION]またはすでに登録しているグループを
選択し、[ENT―MW]を短く押します�

※�[ADDITION]を選択した場合は、グループ編集画面
(�順i)に移り、すでに登録しているグループを選択
した場合は、NAME編集画面(�順!1)に移ります�



�1

� ――リーに書き――

(グループ編集画面つ�き)

� [ネーム編集画面]
!1	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、ネームの編集項目を選択
し、[ENT―MW]を短く押して��します�

� ネームの編集項目
� NAME― SKIP― NUMBER(+�51、�52)
� ※名前入力のしかたは��3、���を参照ください�
!2	�[ENT―MW]を短く押して、ネーム編集画面に戻ります�
!3		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[NEXT]を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

� �H編集画面に入ります�

� [CH編集画面]
!4	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、�Hの編集項目を選択し、
[ENT―MW]を短く押して��します�

� �Hの編集項目
� FREQ― DUP― OFFSET―
― TS― MODE― ATT―
― SKIP― PRIO― STOP―BEEP
― TONE� TSQL―FREQ― DTCS―CODE
― DTCS―P―CANCELLER―TRAIN―FREQ― �SC
!5	�[ENT―MW]を短く押して、�H編集画面に戻ります�
!6		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、[NEXT]を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

� �H編集画面に戻ります�
※�スキャンのH�LD中から、VF��ードに移るとき、���ー
の内�がVF�にコピーされます�

― [書き―み]
!7		す�ての編集が済んだら、[ENT―MW]を長く(約1秒)押し
て�き�みます�

� 編集前の画面に戻ります�
� ※ネーム編集画面からも�き�みできます�

CH編集画面

NAME編集画面

【ご参考】
���ーを��して�き��場合、前回�き�んだカテゴ
�、グループが自動で選択されます�

GROUP編集画面 NEXT選択
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�――リーに書き――
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D――リーに書き―んだCHをコピーする
���ーに�き�んだ�ャンネルを�のカテゴ��グループに
コピーします�
q		スキャンを開始し、[HOLD―�]を短く押して一時��します�
� ※�スキャンはどのスキャンでもかまいません�
w		以下の�作をして、コピーしたい�Hを選択します�
	 	カテゴ�の切替� ：[Ω]/[≈]を長く押す
	 	グループの切替� ：[Ω]/[≈]を短く押す
	 	�Hの切替� ：[DIAL]ツマミを回す
e		[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、M��Hの編集画面に入り
ます�

r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢COPY｣を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

t��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、コピーしたいカテゴ�、
グループ、ネーム、�Hに入り、[ADDITIOIN]選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

y��[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、編集前の画面に戻ります�

D――リーに書き―んだCHをクリアする
���ーに�き�んだ�ャンネルをク�アします�
q		スキャンを開始し、[HOLD―�]を短く押して一時��します�
� ※�スキャンはどのスキャンでもかまいません�
w	以下の�作をして、ク�アしたい�Hを選択します�
	 	カテゴ�の切替� ：[Ω]/[≈]を長く押す
	 	グループの切替� ：[Ω]/[≈]を短く押す
	 	�Hの切替� ：[DIAL]ツマミを回す
e		[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、M��Hの編集画面に入り
ます�

r��[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢CLEAR｣を選択し、
[ENT―MW]を短く押します�

t��[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、[YES]選択し、[ENT―
MW]を短く押して編集前の画面に戻ります�

COPY選択 CLEAR選択



��

� ――リーに書き――

■――名前入力のしかた
���ーに記憶しているす�ての�ャンネル、または編集した
各階層で、アルファベット、カタカナ、�字、記号を使って、
16文字以内で名前(ネーム)を入力できます�
名前入力は下記の編集画面で入力できます�

D―文字の編集
q	��各�作の編集画面に入ります�
w	��[DIAL]ツマミを回して、1桁目の文字を入力します�
e――[∫]/[√]を何度か押して、入力したい文字を切り替えます�

r	��[DIAL]ツマミを回して、文字を入力します�
	 ��[≈]を押すとカーソルを右に、[Ω]を押すとカーソルを左

に移動させます�
	 ��選択した文字を消去� ：[CLR―SQL]を短く押す
� � 文字列を連続消去� ：[CLR―SQL]を長く押す
	 � ※�カテゴ�名とグループ名は、1文字でも入力しないと

[ENT―MW]を押しても編集画面に戻りません�
� � ※�ネームの名前を入力しないときは、スキャン�ード画

面において、���がネーム��場�に��します�
t	�前記rを繰り返して、16文字以内でネームを入力します�
y	�―[ENT―MW]を短く押して�き�みます�
� 各編集の画面に戻ります�

CATEGORY編集画面 GROUP編集画面

NAME編集画面 プログラムサーチ編集画面

プログラムリンクサーチ編集画面

文字の種類
AB―：英大文字 ab　―：英小文字 12―：�字
!”�：英文記号 カナ―：カタカナ カナ―：カタカナ拗音/促音
゛。�：和文記号



��

�――リーに書き――

�アルファベット(英大文字)

�アルファベット(英小文字)

�数字
�英文記号

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U VW X Y Z

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z

アイウエオカキクケコサシスセソタチツテトナニヌネノ
ハヒフヘホマミムメモヤユヨラリルレロワヲン

。｢ ｣ 、・－゛゚
アイウエオヤユヨツ

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
! " # $ % & ' ( ) * + ,－ . / : ; < = > ? @ [ ¥ ] ^ _ ` { | } ̃ (スペース)

�カタカナ

�カタカナ拗音/促音
�和文記号

[DIAL]
ツマミ

文字の切り替え

カーソルの移動

決定

短く押す
カーソルの文字を消去

長く押す
カーソルの文字を
連続消去

文字の
種類を切り替え

SQL
CLR

MW
ENT

連続消去した状態

最大入力16文字

カーソルの位置を移動

文字の種類を切り替え
(英大文字表示)

文字入力一覧

操作と表示
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スキャンのしかた�

��

■スキャンに�いて
― ―スキャンとは、――リー―ャンネル(M-CH)を順番に―ェッ
クし、信号の出ている―ャンネルを探し出す機能です。

� �よく使用する����情報などを、あらかじめ���ー
�ャンネル(以下、M��Hと略記します)に記憶させておき、
その中から呼び�して受信するための�ードです�

� �“SKIP”が指�されたM��Hはスキップします�(+�3�)
� ※�２�H以上のM��Hを登録していないと、スキャンは動作

しません�

Dスキャンの種�に�いて
			ALL―SCAN(オールスキャン)�+P48
� � す�てのM��Hをスキャンします�

		CATEGORY―SCAN(カテゴ�スキャン)�+P48
� � カテゴ�内のM��Hを順番にスキャンします�

		GROUP―SCAN(グループスキャン)�+P48
� � グループ内のM��Hを順番にスキャンします�

		LINK―SCAN(�ンクスキャン)�+P47
� � �あらかじめ�ンク��されたカテゴ�/グループを順番に
スキャンします�

� � スキャン中でも�ンクの�N/�FFを変更できます�

Dネームの呼び出し機能に�いて
		NUMBER―INPUT(ナンバーインプット)�+P51、P52
� � �特�のネームをスキャン中に直�呼び�します�
� � ��中のカテゴ�に属するネームだけ呼び�します�

AIR F1

カテゴリ

HAM HAM HAM

F1AIR F1
グループ

Team2 Team1

CATEGORY:
F1

Team3 Team3 Team3

Team1Team2 Team1
ネーム

グループ

Ricky Sato

GROUP:
Team1

CREW

Kato ネーム

LINK OFF

LINK ON

LINK ON

LINK ON

TV F1

RADIO

HAM

カテゴリカテゴリ：RADIOを
LINK OFFした場合



��

�スキャンのしかた

Dスケル―の調整
通常スケル��ベルは“AUTO”にしていますが、受信信号の
強さに�じて、スキャンが一時��するように調整できます�
		スキャン動作中に[CLR―SQL]を長く(約1秒)押したあと、
[DIAL]ツマミを回すと、スケル��ベルの調整ができま
す�(+�16)※スキャンは一時��します�

� ��スケル��ベルを調整後、[CLR―SQL]を短く押すとスキャ
ンが再スタートします�

Dスキャン中の[DIAL]ツマミに�いて
		スキャン中に[DIAL]ツマミを回すと、回した方向でアッ
プスキャンとダウンスキャンを切り替えます�

		信号を受信してスキャンを一時��しているときに、
[DIAL]ツマミを回すと即時再スタートします�

Dスキャンストッ…時のビー…音設定
�信号を受信してスキャンが一時��すると、ビープ音が鳴る
ように、MENU画面にあるスキャン��項目の｢ストッ…ビー
…の設定(STOP―BEEP)｣項目(+�60)で��できます�

Dスキッ…機能に�いて
�す�てのスキャンでスキップ(必要のないM��Hをスキャンか
ら除外する)指�ができます�
スキップの��については�3�、�38を参照してください�

D受信―ード(電波型式)に�いて
		スキャン時は、���ーで��している��型式で動作し
ます�

D信号を受信すると
		信号が途切れるまで受信を�けます�
� ��また、途中で信号がなくなると、約2秒(初期��)後に再
スタートします�

		上記のタイマーは、MENU画面にある｢スキャン一時停止
タイマーの設定(PAUSE)｣項目(+�61)、｢スキャン再ス
タートタイマーの設定(RESUME)｣項目(+�61)で変更で
きます�
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■スキャンのしかた
スキャンには、�ンクスキャン、オールスキャン、カテゴ�ス
キャン、グループスキャンがあります�
※“�K��”を指�しているM��Hは、スキャン中にスキップし
ます�(+�3�、�38)

※	M��Hは2�H以上�き�んでください�

Dスキャン―ード共通の操作
各スキャンす�てで使う�作です�

Dリンクスキャンの操作
[SCAN]を短く押して�ンクスキャンを開始します�
�信号を受信すると、スキャンを一時��します�
信号が途切れると、スキャンを再開します�
※―[SCAN]を短く押すと、他のスキャンからでも�様に�ン
クスキャンがスタートします�

� MENU画面に入ったときはスキャンを一時��します�
※�ンクの��については��9、�50を参照ください�

��

� スキャンのしかた

SCAN

【ご参考】
���にはスキャンを�めるキーは存在しません�
ただし、[HOLD―�]でスキャンを一時��させてM��Hを
確認できます�

アップスキャン
(スキャン中のみ)

右に回す

左に回す

短く押す

長く押す

短く押す

回す

ダウンスキャン
(スキャン中のみ)

押すごとにスキャンモードの
一時停止/スキャン再開を切替

カテゴリの切替

グループの切替

CHの切替

HOLD V

リンクスキャン中の表示

ネームの表示

カテゴリの表示
グループの表示

アップサーチ
表示カテゴリアイコン
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�スキャンのしかた

D―…ールスキャンの操作
q	[SCAN]を長く(約1秒)押して、スキャン��画面にします�
w�[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢ALL―SCAN｣を選択し
ます�

e�[ENT―MW]を短く押すと、オールスキャンを開始します�

D―カ…ゴリスキャンの操作
q	[SCAN]を長く(約1秒)押して、スキャン��画面にします�
w�[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢CATEGORY―SCAN｣
を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

e�[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、登録しているカテゴ�
を選択します�

r�[ENT―MW]を短く押すと、カテゴ�スキャンを開始します�

D―�ルー…スキャンの操作
q	[SCAN]を短く押し、[HOLD]を短く押して一時��します�
w	[Ω]/[≈]を何回か長く押して、グループスキャンしたいカ
テゴ�を選択します�

e	[SCAN]を長く(約1秒)押して、スキャン��画面にします�
r�[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢GROUP―SCAN｣を選
択し、[ENT―MW]を短く押します�

t�[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、登録しているグループ
を選択します�

y�[ENT―MW]を短く押すと、グループスキャンを開始します�

例)カテゴ�「F1�のグループ�Team1�をグループスキャンする場合

カテゴリスキャン項目選択 カテゴリ｢HAM｣選択

オールスキャン項目選択 オールスキャンであらかじめ登録した
ＮＨＫ キョウトを受信した状態

カテゴリ｢F1｣選択 グループスキャン項目選択

グループ｢Team1｣選択 グループスキャン中の表示

7



��

� スキャンのしかた

■リンクの設定のしかた
各カテゴ�と各グループに割り�てたダイ�クトキーを�ン
クスキャン中に入力する�とで、直��ンクの�N/�FFを�
�できます�

※���じダイ�クトキーを複�のカテゴ��グループに��す
る�とはできません�

Dダイレクトキーを設定する
M-CHの編集画面で、ダイ�クトキーを��します�
q	[SCAN]を短く押し、[HOLD―�]を短く押します�
w		[Ω]/[≈]を何回か長く(約1秒)押して、��したいカテゴ
�を選択します�

� ※�グループのダイ�クトキーを��したい場合も、そのグ
ループが属するカテゴ�を選択します�

e		[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、M��Hの編集画面に入り
ます�

r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢EDIT｣を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

t��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢CATEGORY｣または
｢GROUP｣を選択し、[ENT―MW]を短く押します�

y��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢DIRECT―KEY｣を選択
し、[ENT―MW]を短く押します�

u	―…ンキーで0～99までの好きな数字を押します�
� ※�0〜9を入力する場合は、�字を入力したあとに [ENT―

MW]を短く押します�
� ※���したダイ�クトキーをク�アしたい場合は、[ENT―

MW]を短く押します�
i	―[CLR―SQL]を短く押して編集前の画面に戻ります�

カテゴリ｢F1｣選択

カテゴリ｢F1｣にダイレクトキー｢3｣を設定する場合

ダイレクトキー選択

｢EDIT｣選択 ダイレクトキー｢3｣入力確定

カテゴリ選択 カテゴリ｢F1｣画面に戻る

【ご注意】
	“�K��”を指�しているカテゴ��グループは、�ンクを
�Nに��してもスキップします�



�0

�スキャンのしかた

D�リンクスキャン中にカ…ゴリまたは�ルー…をリ
ンクさせる
�ンクスキャン中に、特�のカテゴ��グループへの�ンク
を�N/�FFできます�

q		��9に従ってカテゴ�またはグループのダイ�クトキーを
��します�

w	[SCAN]を短く押して�ンクスキャンを開始します�
e	―ダイ�クトキーを入力して�ンクの�N/�FFを��します�
� ダイレクトキーが1桁の場合
― � テンキーで番号を直�入力
� ダイレクトキーが2桁の場合
― ― �[・ATT]を短く押したあと、テンキーで番号を入力
r	―�ンク��をした状態で�ンクスキャンが再開します�
※��ンクの�N/�FFは、M��Hの編集画面からも��でき、�
ンクスキャン中の�ンク��と�動しています�
※�グループを�ンクさせたいときは、そのグループが属するカ
テゴ�も�ンクを�Nに��してください�

【ご注意】
	“�K��”を指�しているカテゴ��グループは、�ンクを
�Nに��しても、スキップします�

カテゴリ｢F1｣の
LINK OFF設定

ダイレクトキー入力画面表示

�カテゴリ｢F1｣を
LINK OFFする場合
ダイレクトキー ： 3

�グループ｢Team1｣を
LINK OFFする場合
ダイレクトキー ： 31

グループ｢Team1｣の
LINK OFF設定

リンクスキャン再開

リンクスキャン開始

を入力

を短く押す

13

を入力3 ATT.

カテゴリ｢F1｣の
LINK ON選択

再度｢3｣を短く押すと
LINK ONに切り替わる

7



�1

� スキャンのしかた

■ネーム直接呼び出しのしかた
[HOLD―�]を押してスキャンを一時��しているとき、��
しているカテゴ�の中のネームを直�呼び�せます�聞きた
いネームが決まっているときに便利です�
ネームを呼び�すには、ネームの編集画面からナンバー（ネーム
の呼び�し番号)を��する必要があります�

Dナンバーを設定する
ネームの編集画面から、ナンバー（ネームの呼び�し番号)を�
�します�
q		スキャンを開始し、[HOLD―�]を短く押して一時��します�
� ※�スキャンはどのスキャンでもかまいません�
w		[Ω]/[≈]を�回長く(約1秒)押して、��したいネームの
カテゴ�を選択します�

e		[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、M��Hの編集画面に入り
ます�

r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢EDIT｣を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

t��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢NAME｣を選択し、[ENT―
MW]を短く押します�

y��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢NUMBER｣を選択し、
[ENT―MW]を短く押します�

u	―テンキーで0〜999までの好きな�字を押します�

i	―[CLR―SQL]を短く押して編集前の画面に戻ります�

設定したいネームを表示

例)　カテゴリ「F1｣のグループ｢Team1｣のネーム｢CREW1｣に
ナンバー(ネーム呼び出し番号)｢312｣を設定する場合

EDIT選択

ネーム選択 ナンバー｢312｣入力

ネーム編集画面

ナンバー｢312｣表示



D�スキャンの一時停止中にネームを呼び出す
q		�51に従ってネームのナンバーを��します�
w		スキャンを開始し、[HOLD―�]を短く押して一時��します�
� ※�スキャンはどのスキャンでもかまいません�
e		[Ω]または[≈]を長く(約1秒)押して聞きたいネームのカテ
ゴ�を選択します�

r	[NO.―DIAL]を短く押します�
t	―��したネームのナンバーをテンキーで入力します�
	 ―希望のネームを��します�
※�ネームの中に、M��Hが複�入っている場合、M��H編集
画面の�H項目の一番上のM��Hがネームナンバーの対象
になります�

��

�スキャンのしかた

例）　ネームナンバー｢312｣
を呼び出す場合

DIAL
NO. 1

2
3

ネームのナンバー入力画面

｢312｣入力

ナンバー「312｣のネームを表示

7

【ナンバー設定時のご注意】
ナンバーは、0〜9、00〜99、000〜999と全て選�ま
すが、1、01、001は�のナンバーになります�
例えば、ナンバー「1�を呼び�す場合は、
[No.―DIAL]→[1]→[ENT―MW]と�作します�
[No.―DIAL]→[0]→[1]→[ENT―MW]と�作すると、ナン
バー「01�が呼び�されます�



……イ…リ……のしかた�

��

■―……イ…リ……機能とは
プライオ�テ�機�とは、サー�またはスキャンしながら指�
のM��Hの信号の有無を確認できる機�です�

D……イ…リ……の種�に�いて
			……イ…リ……サー―
� � �サー�をしながら、スキャ
ンしているM��Hを順番に
受信(監視)します�

� � �スキャンのH�LD中は、�
�しているM��Hだけを受
信(監視)します�

			……イ…リ……スキャン
� � �スキャンで信号を受信した
ときに、指�のプライオ�
テ��Hを受信(監視)しま
す�

� � �2つ以上のプライオ�テ�
�Hを指�している場合は、
順番に受信(監視)します�

■―……イ…リ……サー―の使いかた
q―受信(監視)したいM-CHを設定する
― 受信(監視)したいスキャンを設定する場合(2CH以上)
	 q		受信(監視)したいスキャンをスタートさせます�
� � (+���、��8)

― 受信(監視)したいM-CHを呼び出す場合(1CHのみ)
	 q		[SCAN]を短く押したあと、[HOLD―�]を短く押します�
	 w��受信(監視)したいM��Hを選択します�
� � �カテゴ�の切替� ：[Ω]/[≈]を長く押す
	 		グループの切替� ：[Ω]/[≈]を短く押す
	 	 	�Hの切替� ：[DIAL]ツマミを回す

w……イ…リ……サー―設定をONにする
	 q		MENU画面から、サー�の｢……イ…リ……｣の��内�に

入ります�

	 w��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢ON｣または｢BELL｣
を選択します�

約5秒サーチ

サーチしながらM-CHを受信(監視)する

M-CH

サーチ
モード CH

CH1

CH2

CH3
約5秒サーチ

サーチ
モード

サーチしながらスキャンする

M-CH

約5秒受信

1つのCHを受信(監視)する場合

プライオリティCH

スキャン
モード
CH受信中

CH

CH1

CH2

CH3

約5秒受信

スキャン
モード
CH受信中

2つ以上のCHを順次受信する場合

プライオリティCH

MENU➡�EA��H➡PRIORITY　(+�6�)
（�ニュー➡サー�➡……イ…リ……）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

BELL選択 プライオリティサーチ中の表示



��

	 e	[CLR―SQL]を短く押すと、	“PRIO”��が点灯します�

e各サー―を開始します (+�30〜�32)
� ※�プライオ�テ�サー�がスタートします�
� ※�一時��の時�および再スタートの条件は、ほかのサー

�と�じです�
� ※�プライオ�テ�サー�で、M�ＣＨを受信して一時��し

たときは、[CLR―SQL]を短く押すと強制的にサー�の画
面に戻ります�

� ※�プライオ�テ�サー�中に、[HOLD―�]を短く押すと一
時��します�

� 　�プライオ�テ�サー�中に、[HOLD―�]を長く押すと
VF��ードに入り、VF�からM��Hを5秒に1回受信(監
視)します�

D……イ…リ……サー―の動作

�……イ…リ……のしかたのしかた

8

【ご注意】
�Nに��した場合、M��Hを受信するとその�ャンネルで一
時��し、一時��の時�および再スタートの条件は、ほか
のサー�と�じです�
BELLに��した場合は、M��Hを受信してもベルが鳴るだ
けで、一時��しません�

�ON選択時

M-CHの信号を受信すると、ベル音を鳴らして
ベルマーク“　　” が点滅します。

M-CHの信号を受信すると、一時停止します。

�BELL選択時

約5秒に1回 M-CHを受信約5秒サーチ

約5秒に1回 
スキャンHOLD中のM-CHを受信

約5秒サーチ

サーチしながらM-CHを受信(監視)する

サーチしながらスキャンする

約5秒サーチ

約5秒に1回
スキャン中のM-CHを順番に受信



��

� ……イ…リ……のしかたのしかた

■―……イ…リ……スキャンの使いかた
　―……イ…リ……CHを設定する

受信(監視)したいM��Hをプライオ�テ��Hに��します�

q	[SCAN]を短く押したあと、[HOLD―�]を短く押します�
w��受信(監視)したいM��Hを��します�
� � �カテゴ�の切替� ：[Ω]/[≈]を長く押す
	 		グループの切替� ：[Ω]/[≈]を短く押す
	 	 	�Hの切替� ：[DIAL]ツマミを回す
e��[ENT―MW]を長く(約1秒)押して、M��Hの編集画面に入
ります�

r��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢EDIT｣を選択し[ENT―
MW]を短く押します�

t��[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢CH｣を選択し [ENT―
MW]を短く押します�

y��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢PRIO｣を選択し[ENT―
MW]を短く押します�

u��[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢ON｣を選択し [ENT―
MW]を短く押します�

� ※�プライオ�テ��Hの��を解除したい場合は、｢OFF｣
を選択します�

i�[ENT―MW]を長く(約1秒)押します�
o��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢YES｣を選択し[ENT―
MW]を短く押して変更した��を�き�みます�

q―……イ…リ……スキャン設定をONにする
	 q		MENU画面から、スキャンの｢……イ…リ……｣の��内�

に入ります�

	 w��[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢ON｣を選択します�
	 e	[CLR―SQL]を短く押すと、	“PRIO”��が点灯します�

w―各スキャンを開始します (+���、��8)
� ※�一時��の時�および再スタートの条件は、スキャンと

�じです�
� ※�プライオ�テ�スキャンがスタートします�
� ※�信号を受信しスキャンを一時��しても、５秒以内に再

スタートしたときはプライオ�テ��Hを受信(監視)し
ません�

� ※�プライオ�テ�スキャン中に[HOLD―�]を短く押すとプ
ライオ�テ�スキャンを一時��します�

MENU➡��AN➡PRIORITY　(+�60)
（�ニュー➡スキャン➡……イ…リ……）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

プライオリティスキャン中の表示プライオリティスキャン設定の
ON選択

準備



��

�……イ…リ……のしかたのしかた

D……イ…リ……スキャンの動作
■―……イ…リ……サー―、……イ…リ……ス
キャンの解除のしかた

�プライオ�テ���を解除するには、サー�またはスキャン
の｢……イ…リ……の設定(PRIORITY)｣画面に入り、“OFF”

に��してください�
※�プライオ�テ�サー�は[CLR―SQL]を短く押しても解除し
ます�

※�プライオ�テ�サー�は[HOLD―�]を短く押して一時��
の状態にしても解除しません�

� �一時��をしながら、特�のM��Hを約5秒に1回受信(監
視)します�
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約5秒に1回 
プライオリティCHを受信

�1CHだけの場合
プライオリティCHの信号を受信すると、一時停止します。

�2CH以上の場合

約5秒受信

約5秒受信

約5秒に1回
プライオリティCHを順番に受信



■―設定項�の選択方法
MENU画面では、初期設定されている
条件を運用する状況やお好みの使いかた
に応じて変更します。
MENU画面に表示される設定―ードか
ら設定項�を選択し、その設定内容を変
更します。

各��内�で変更できる運用条件を次
のページから記載していますので、�の
ページと併せてご覧ください�

	―設定内容を変更する
(例：―…ートパワー…フ機能を30分に設

定するとき)
q		[MENU― ]を短く押します��
(MENU画面を��します�)

w		[∫]または [√]を短く押して、“�ET�
T�NG”を選択します�

� ([DIAL]を回しても選択できます�)

e		[ENT―MW]または [≈]を短く押すと、
セッテ�ングの��項目を��します�

r		[∫]または[√]を短く押して、“AUT��
��WE���FF”(オート�ワーオフ機
�)を選択します�

� ([DIAL]を回しても選択できます�)

t		[ENT―MW]または[≈]を短く押すと、
��値を��します�

y		[∫]または[√]を短く押して、“30M�N”
を選択します�

� ([DIAL]を回しても選択できます�)
� ※�画面を一段階ずつ戻りたいときは、�

[Ω]を短く押してください�
� ※�つ�けて��するときは、w〜yを

繰り返し�作してください�
� ※�MENU画面の一番上の階層に戻り

たいときは、[MENU― ]を短く
押してください�

u		[CLR―SQL]を短く押して、MENU画
面を解除します�

MW

MENU

ENT

[DIAL]
ツマミ

MENU画面に�いて�

��



■―設定項�の一覧表
MENU画面の設定項�

スキャンの設定項�

サー―の設定項�

―ード/TS/トーンの設定項�

��

��AN
参照 ��項目 ��項目の名称
�59 ALL���AN オールスキャンの��スキャンの��
�59 �ATEG��Y���AN カテゴ�スキャンの��スキャンの��
�60 G��U����AN グループスキャンの��の����
�60 �K�� スキップの����
�60 ������TY プライオ�テ�スキャンの��
�60 �T���BEE� スキャンストップビープの��
�61 �AU�E スキャン一時��タイマーの��
�61 �E�UME スキャン再スタートタイマーの��

�EA��H
参照 ��項目 ��項目の名称
�62 BA�����EA��H ベーシックサー�の��
�62 BAND��EA��H バンドサー�の��
�62 ���G�AM��EA��H プログラムサー�の��
�63 ���G�AM�L�NK プログラムサー��ンクの��の��
�6� AUT��W��TE��H オートライト�ャンネル���ャンネル��
�6� ���G�AM��K�� プログラムスキップの��の����
�6� T�NE��EA��H トーンサー�の��の����
�6� ������TY プライオ�テ�サー�の��
�65 �T���BEE� サー�ストップビープの��ストップビープの��
�65 �AU�E サー�一時��タイマーの��
�66 �E�UME サー�一再スタートタイマーの��

M�DE/T�/T�NE...
参照 ��項目 ��項目の名称
�66 DU�LE� �ュプ�クス�ードの��
�6� �FF�ET�F�EQ オフセット���の��
�6� T� �ューニングステップの��
�68 M�DE 受信�ード(��型式)の��
�68 T�NE トーン機�の��機�の��の��
�69 T�QL�F�EQ �T���トーン���の��
�69 DT�����DE DT��コードの��
��0 DT�����LA��TY DT��位�の��
��0 �AN�ELLE� キャンセラーの��
��0 T�A�N�F�EQ 空線信号���の��
��0 V�� V��の��

MENU
参照 ��項目 ��項目の名称
�59〜�61〜�61 ��AN スキャンの��項目項目
�62〜�66〜�66 �EA��H サー�の��項目��項目項目
�66〜��0〜��0 M�DE/T�/T�NE �ード//T�/トーンの��項目トーンの��項目��項目項目
��1〜��5〜��5 �ETT�NG セッテ�ングの��項目の��項目項目
��6〜���〜��� ��UND� サウンドの��項目の��項目項目
���〜��8〜��8 D���LAY ��スプ�イの��項目の��項目項目

�MENU画面に�いて
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■―各設定項�の一覧表(�づき)
セッ……ン�の設定項�

サウンドの設定項�

デ…ス…レイの設定項�

■―スキャンの項�に�いてスキャンの項�に�いての項�に�いて
◆�…ールスキャンの設定
����範囲のす�てをスキャンする項目です�(+��8)
	ALL―SCAN―(…ール　スキャン)

◆�カ…ゴリスキャンの設定
登録したカテゴ�を選択し、スキャンする項目です�(+��8)
	CATEGORY―SCAN―(カ…ゴリ　スキャン)

D���LAY
参照 ��項目 ��項目の名称
��� BA�KL�GHT ��スプ�イバックライトの��
��� L�D���NT�A�T L�Dコントラストの��
��8 ��EN�NG�L�G� オープニングロゴの��
��8 LANGUAGE ��言語(英語/日�語)の��
��8 F�NT���ZE フォントサイズの��

��UND�
参照 ��項目 ��項目の名称
��6 KEY�T�U�H�BEE� キー�作音の���作音の��の��
��6 BEE��LEVEL ビープ音(�作音)�ベルの��
��6 AF�F�LTE� AFフ�ルター機�の��
��� T�NE���NT��L トーンコントロール��

�ETT�NG
参照 ��項目 ��項目の名称
��1 AM�ANTENNA AMアンテナ切替の��
��1 FM�ANTENNA FMアンテナ切替の��
��1 �F�GA�N 受信感度（�F GA�N)機�の���F�GA�N)機�の��
��2 AUT����WE���FF オート�ワーオフ機�の��
��2 AUT����WE���N オート�ワーオン機�の��
��3 ��WE���AVE �ワーセーブ機�の��
��3 D�AL���EED�U� ダイヤルスピードの��
��� L��K キーロック機�の��
��� ���V��ET ���V�の��

� MENU画面に�いて

カテゴリースキャン(例：DENKI) カテゴリースキャン(例：AIR)

オールスキャン(英語) オールスキャン(日本語)



�0

◆��ルー…スキャンの設定
�登録したグループを選択し、スキャンする項目です�(+��8)
	GROUP―SCAN―(�ルー…　スキャン)

◆�スキッ…の設定
�各階層の各項目に対してスキップ��する項目です�(+�38)
	SKIP

◆―……イ…リ……スキャンの設定
プライオ�テ�スキャンの“ON/OFF”を��する項目です�
	PRIORITY―(……イ…リ……)
� ON― ：�プライオ�テ�スキャンを有効にします�
� OFF―：�プライオ�テ�スキャンを無効にします�(初期��)

◆�スキャンストッ…ビー…機能の設定
�スキャン動作中に、信号を受信してスキャンが一時��した
ときのビープ音を��する項目です�
	STOP―BEEP(ストッ…　ビー…)
� ON―― ：�ビープ音を鳴らします�
� OFF― ：�ビープ音を鳴らしません�(初期��)

グループスキャン(例：FM) グループスキャン(例：WFM)

スキップ設定なし スキップ設定あり

�MENU画面に�いて

プライオリティ　オフ プライオリティ　オン

ストップビープ　オフ ストップビープ　オン
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◆�スキャン一時停止タイマーの設定
スキャン中に信号を受信すると、スキャンは一時��します�
��時�だけ受信をつ�け、��時�を過ぎると再スタート
します�
	PAUSE―(…イシ―ジカン)
� HOLD―(ホールド)―：�信号を受信している�は、一時��を

つ�け、信号がなくなると「スキャン再
スタートタイマーの��」の条件で再ス
タートします�(初期��)

� 2～20SEC― ：�2秒ごとに��できます�
� �� � � 　�なお、��中に信号がなくなると、「ス

キャン再スタートタイマーの��」の条
件で再スタートします�

◆スキャン再スタートタイマーの設定
スキャンが一時��したあと、受信信号が途切れてからスキャ
ンが再スタートする条件(時�)を��する項目です�

	RESUME―(サイスタート―ジカン)
� HOLD―(ホールド)―：�信号がなくなっても一時��状態を保

持します�
� � 　※�スキャン一時��タイマーがHOLD―

の場合、再スタートは[DIAL]ツマ
ミでの�作になります�

� � 　※�スキャン一時��タイマーが2SEC
～20SECの場合、スキャン一時�
�タイマーを優先して再スタートし
ます�

� 1～5SEC― ― ：�信号がなくなると各��時�後にス
キャンが再スタートします�

� � 　(初期���2�E�)
� 0SEC―― ― ：�信号がなくなると�時にスキャンが再

スタートします�
信号受信中は停止 10秒間停止

� MENU画面に�いて

2秒後再スタート PAUSEの設定 ：　ホールド
RESUMEの設定 ：　ホールドのとき
[DIAL]ツマミの操作で再スタート



��

■―サー―の設定項�に�いてサー―の設定項�に�いての設定項�に�いて設定項�に�いて項�に�いて
◆�ベーシックサー―の設定
アイコンを選択し、そのアイコンに登録されている���範囲
をサー�する項目です�
	BASIC―SEARCH―(ベーシックサー―)(+�31)

◆�バンドサー―機能の設定
バンドを選択し、サー�します�
	BAND―SEARCH―(バンドサー―)(+�31)

◆�…ロ�…ムサー―の操作
サー�したいプログラムサー�範囲を選択する項目です�
	P-SEARCH―(…ロ�…ムサー―)

� ※�登録されたプログラムサー�を選択後、[ENT―MW]を押
して、“START”を選択するとプログラムサー�を開始し
ます�

◇�…ロ�…ムサー―の操作項�
選択したプログラムの�作項目を選択します�

� START(カイシ)― ：�選択したプログラムをサー�します�
� EDIT(ヘンシュウ)―：�選択したプログラムを編集します�
� CLEAR(サクジョ)―：�選択したプログラムを削除します�

航空無線通信をサーチ 海上無線通信をサーチ

BC(1M)バンドをサーチ 5Mバンドをサーチ

�MENU画面に�いて

No.00に登録した
周波数範囲をサーチ

No.01に登録した
周波数範囲をサーチ

プログラムNo.00を編集 プログラムNo.01を削除
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◇�…ロ�…ムサー―の編集
選択したプログラムサー�の登録内�を編集します�
	EDGE―EDIT―(エッジ　ヘンシュウ)
― NAME(ネーム)― ：�プログラムサー�の名前を��し

ます�※16文字まで入力可�
� LOW― ：�下限���を��します�
� HIGH― ：�上限���を��します�
� TS― ：��ューニングステップを��します�
� MODE(―ード)― ：��ード(��型式)を��します�
� ATT(アッ…ネーター)―：�ON/OFF/−(��なし)の中から選

択します�

◇�…ロ�…ムサー―の削除
選択したプログラムサー�を削除します�

◆�…ロ�…ムサー―のリンクの設定
プログラム�ンクとは、複�のプログラムサー�の中から�
ンクさせたいプログラムサー�をいくつか選択できます�
プログラム�ンクは、あらかじめプログラムサー�のす�てを
�ンクさせています�
	PROGRAM―LINK―(…ロ�…ムリンク)
� �No.0～No.9の中から選択します�

〈リンクの編集〉
� �START― ：�選択したプログラム�ンクをサー�します�
� �NAME― ：�プログラム�ンクネームを編集します�
� �� � 　※�名前入力のしかたは��3、���を参照く

ださい�
� �ADDITION―：��ンクさせたいプログラムサー�を追加し

ます�
� �CLEAR― ：��ンクから外したいプログラムサー�を�

ンクから解除します�
� �DETAIL― ：�各プログラムサー�の詳細を確認できます�

プログラムNo.00の
下限周波数を選択

プログラムNo.00の
上限周波数を選択

NOを選択 ハイを選択

� MENU画面に�いて

プログラムリンクNo.0を選択 プログラムリンクNo.1を選択

プログラムリンクNo.0を追加 プログラムリンクNo.0を追加



��

�MENU画面に�いて

◆�…ート…イト―ャンネルの設定
オートライト�ャンネルに�き�んだ�ャンネルを��しま
す�

	AUTO―WRITE―CH―(…ート…イトCH)

◆�…ロ�…ムスキッ…の設定
プログラムスキップの“ON/OFF”を��する項目です�
	PROGRAM―SKIP―(…ロ�…ムスキッ…)
� ON― ：�プログラムスキップを��します�(初期��)
� OFF― ：�プログラムスキップを��しません�

◆�トーンサー―の設定
トーンを選択し、サー�する項目です�
FM�ードを選択しているときだけ、項目を��します�
	TONE―SEARCH―(トーンサー―)
� TSQL―：��T���トーン���をサー�します�(初期��)
� DTCS―：�DT��コードをサー�します�

◆―……イ…リ……サー―の設定
�プライオ�テ�サー�の“ON/OFF”、およびプライオ�テ�
サー�ベルを��する項目です�
	PRIORITY―(……イ…リ……)
� BELL(ベル)― ：�プライオ�テ��ャンネルで信号を受信す

ると、ベル音を鳴らし、ベルマーク“S”
��の点滅で受信を知らせます�

� ON― ― ：�プライオ�テ�サー�を��します�
� OFF― ― ：�動作しません�(初期��)

オートライトチャンネル
を選択(英語)

オートライトチャンネル
を選択（日本語)

プログラムスキップ　オン プログラムスキップ　オフ

TSQL DTCS

プライオリティ　オフ プライオリティ　ベル
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◆―サー―ストッ…ビー…の設定
�サー�動作中に、信号を受信してサー�が一時��したとき
のビープ音を��する項目です�
	STOP―BEEP(ストッ…　ビー…)

� ON― ：�ビープ音を鳴らします�
� OFF― ：�ビープ音を鳴らしません�(初期��)

◆�サー―一時停止タイマーの設定
サー�中に信号を受信すると、サー�は一時��します�
��時�だけ受信をつ�け、��時�を過ぎると再スタート
します�
	PAUSE―(…イシ―ジカン)
� HOLD―(ホールド)― ：�信号を受信している�は、一時��

をつ�け、信号がなくなると「サー
�再スタートタイマーの��」の条
件で再スタートします�(初期��)

� 2～20SEC― ― ：�2秒ごとに��できます�
� �� � 　�なお、��中に信号がなくなると、

「サー�再スタートタイマーの��」
の条件で再スタートします�

ストップビープ　オフ ストップビープ　オン

信号受信中は停止 10秒間停止

��

� MENU画面に�いて



��

�MENU画面に�いて

◆サー―再スタートタイマーの設定
サー�が一時��後、受信信号が途切れてからの再スタート
の条件(時�)を��する項目です�
	RESUME―(サイスタート―ジカン)
� HOLD―(ホールド)―：�信号がなくなっても一時��状態を保

持します�
� �� � 　※�サー�一時��タイマーがHOLD―

�の場合、再スタートは [DIAL]ツ
マミでの�作になります�

� �� � 　※�サー�一時��タイマーが2～
20SECの場合、サー�一時��タイ
マーを優先して再スタートします�

� 1～5SEC― ― ：�信号がなくなると各��時�後にサー
�が再スタートします�

� �� � �　(初期���2�E�)
� 0SEC―― ― ：�信号がなくなると�時にサー�が再ス

タートします�

■――ード/TS/トーン関連の設定項�に�いて/トーン関連の設定項�に�いて設定項�に�いて項�に�いて
―◆デュ…レクス―ードの設定
送信と受信で異なった���を使用する�ュプ�クス�ード
での通信を、受信するための項目です�
	DUPLEX�(デュ…レクス)
� ＋DUP― ：―�ニター機�を使用しているあいだ、����

�からオフセット分高い���が受信できます�
� −DUP�：―�ニター機�を使用しているあいだ、����

�からオフセット分�い���が受信できます�
� OFF― ：―�ュプ�クスを使用しない�(初期��)

2秒後再スタート PAUSEの設定 ：　ホールド
RESUMEの設定 ：　ホールドのとき
[DIAL]ツマミの操作で再スタート

デュプレックス　オフ +デュプレックス
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◆�…フセット周波数の設定
��ュプ�ックス運用時に使用するシフト幅を��します�
	OFFSET―FREQ―(…フセット―シュウハスウ)
� 0.000～159.995―MHzの範囲で��できます�
		アマ�ュアバンドの初期��値
� 0.00000MHz�(�30MHz/1200MHz帯以外)
� 5.00000MHz�(�30MHz帯)
� 20.00000MHz�(1200MHz帯)

※�す�ての���ー�ャンネルを個�にして、オフセット�
��の��を記憶できます�

◆�―ューニン�ス…ッ…の設定
�ューニングステップ(T�)とは、[DIAL]ツマミで���を�
�するときに、変�する���の幅です�
	TS
� ��ューニングステップは、5.0/6.25/7.5/8.33*1/9.0*2/10.0/
12.5/15.0/20.0/25.0/30.0/50.0/100.0/125.0/200.0kHz、
およびAUTO(初期��値)が選択できます�

� �M1�：�A��バンドのみ選択でき、その他バンドでは選択でき
ません�

� �M2�：�B�(1M)バンドのみ選択できます�
� ※バンドについては�1�、�18を参照ください�

チューニングステップ　オート 5.0kHz
0.00000MHz 5.00000MHz

��

…フセット周波数/CTCSSトーン周波数に�いて
※バンドごとに��が可�です�
※�す�ての���ー�ャンネルに対して個�に��を記
憶できます�

� MENU画面に�いて



����

�MENU画面に�いて

◆�受信―ード(電波型式)の設定
�受信�ード(��型式)は初期��で“AUTO”に��しています�
	MODE(―ード)
	FM/WFM/AM/AUTOの中から選択します�
� (初期���AUT�)

◆�トーン機能の設定
�T���トーンスケル�、DT��コードスケル�、またはポ
ケットビープを選択する項目です�
トーン機�の使い方については�83〜�86を参照ください�
	TONE―(トーン)
� DTCS-R― ：�逆DT��スケル�機�を��します�
� DTCS― ：�DT��コードスケル�機�を��します�
� DTCSS―：�DT��コードスケル�を使ったポケットビー

プ機�を��します�
� TSQL-R― ：�逆トーンスケル�機�を��します�
� TSQL― ：トーンスケル�機�を��します�
� TSQLS―：�トーンスケル�を使ったポケットビープ機�

を��します�
� OFF― ：�トーンを使用しません�(初期��)

オートモード FMモード

トーン機能　オフ 逆DTCSスケルチ機能
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◆トーン周波数の設定
トーンスケル�運用で使用するトーン/�コーダー���を�
�します�
	TONE―FREQ―(トーン―シュウハスウ)
� 67.0～254.1Hz(50波)の中から選択します�
� (初期���88.5Hz)

◆DTCSコードの設定
DT��スケル�運用で使用するDT��コードを��します�

	DTCS―CODE(DTCSコード)
� 023～754(104コード)の中から選択します�
� (初期���023)

　6�.0
　69.3
　�1.9
　��.�
　��.0
　�9.�
　82.5
　85.�

　88.5
　91.5
　9�.8
　9�.�
100.0
103.5
10�.2
110.9

11�.8
118.8
123.0
12�.3
131.8
136.5
1�1.3
1�6.2

151.�
156.�
159.8
162.2
165.5
16�.9
1�1.3
1�3.8

1��.3
1�9.9
183.5
186.2
189.9
192.8
196.6
199.5

203.5
206.5
210.�
218.1
225.�
229.1
233.6
2�1.8

250.3
25�.1

トーン トーン 023 754

023
025
026
031
032
036
0�3
0��
051
053
05�
065
0�1

0�2
0�3
0��
11�
115
116
122
125
131
132
13�
1�3
1�5

152
155
156
162
165
1�2
1��
205
212
223
225
226
2�3

2��
2�5
2�6
251
252
255
261
263
265
266
2�1
2��
306

311
315
325
331
332
3�3
3�6
351
356
36�
365
3�1
�11

�12
�13
�23
�31
�32
��5
��6
�52
�5�
�55
�62
�6�
�65

�66
503
506
516
523
526
532
5�6
565
606
612
62�
62�

631
632
65�
662
66�
�03
�12
�23
�31
�32
�3�
��3
�5�

DTCSコード/DTCS位相反転機能/空線周波数に�いて
※�す�ての���ー�ャンネルに対して個�に��を記憶
できます�

��

� MENU画面に�いて



�0

�MENU画面に�いて

◆�DTCS位相反転機能の設定
DT��コードの位�を��します�
	DTCS―POLARITY―(DTCSキョクセイ)
� NORMAL―(ツウジョウ)―：�位�を反転しません�(初期��)
� RE�ERSE―(ハン…ン)― ：�位�を反転します�

◆�空線キャンセ…ー機能の設定
空線信号、M�K制御音をキャンセルする項目です�
	CANCELLER―(キャンセ…ー)
� MSK― ：M�K機�が動作します�
� TRAIN2―：―1500HzのシングルトーンとM�K制御信号

が交互に切り替わる信号を検�します�
� �� � 　※�検�する空線信号の���は固�です�
� TRAIN1―：�空線キャンセラー機�が動作します�
� �� � 　※�検�する空線信号の���は、T�A�N��

�(初期��値：2280Hz)
� OFF― ：�動作しません�(初期��)

◆�空線信号周波数の設定
空線信号の���(T�A�N1)を��します�
	TRAIN―FREQ―(TRAINシュウハスウ)
� 300～3000Hzの範囲(10Hzステップ)で��します�
� (初期��値�2280)

◆ボイススケル―コントロール機能の設定
�イススケル�コントロール機�を��する項目です�
受信している信号に音声信号が含まれていれば、スケル�を
開き、含まれていなければスケル�を開きません�
	�SC
� ON― ：��イススケル�コントロール機�を��します�
� OFF― ：�動作しません�(初期��)

反転しない 反転する

オフ MSK

VSC オフ VSC オン

初期設定値 3000Hz設定時
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■―セッ……ン�の設定項�に�いてセッ……ン�の設定項�に�いての設定項�に�いて設定項�に�いて項�に�いて
◆AMアン…ナの設定
B�(1M)バンドの受信アンテナを、アンテナコネクタに��
しているアンテナ、または内蔵のバーアンテナから選択しま
す�
	AM―ANTENNA―(AMアン…ナ)
� EXT-DX(ガイブ-DX)�：�アンテナコネクタに��している

アンテナを使い、フ�ルターを通
さず受信します�

� EXT-LOCAL― ：�アンテナコネクタに��している
アンテナを使い、フ�ルターを通
して受信します�

� BAR―(バー)� ：�内蔵のバーアンテナで受信します�
� �� � 　(初期��)

◆FMアン…ナの設定
FM放送(�6M)バンドなどの強い��の場合、受信アンテナ
をアンテナコネクタに��している外部アンテナ、または��
したイヤホンをアンテナとして使用するイヤホンアンテナに
切り替えできます�
	FM―ANTENNA―(FMアン…ナ)
� EXT(ガイブ)� ：�アンテナコネクタに��してい

る外部アンテナで受信します�
� � � � (初期��)
� EARPHONE(イヤホン)―：�イヤホンアンテナで受信します�

◆受信感度(RF―GAIN)機能の設定
受信感度を��する項目です�
妨害により目的の��が聞�えにくい場合、GA�Nを調整する
�とで、聞�え�すくなる場合があります�
	RF―GAIN―(RFゲイン)
� MAX、9～1、MINの中から選択します�(初期���MA�)

外部アンテナ 内臓バーアンテナ

EXT-DXとEXT-LOCALに�いて
一般的に都心など�りの影響を受け�すい場�では、
EXT-LOCALに��してください�フ�ルターを通すの
で特�の信号は受信し�すくなりますが、感度は悪くな
ります�また、�りの信号の影響を受けにくいときは、
EXT-DXに��してください�

�1

― (ガイブ-ローカル)―

� MENU画面に�いて

外部アンテナ イヤホンアンテナ

最大感度 最小感度



��

�MENU画面に�いて

◆…ートパワー…フ機能の設定
�自動的に�源を“OFF”するオート�ワーオフ機�を��します�
キー�作のない状態が一�時�(下記の��時�)�くと、自
動的に�源を切ります�
	AUTO―POWER―OFF―(…ートパワー…フ)
� 120MIN― ：約120分後に�源が切れます�
� 90MIN― ― ：�約90分後に�源が切れます�
� 60MIN― ― ：約60分後に�源が切れます�
� 30MIN― ― ：�約30分後に�源が切れます�
� OFF― ― ：�オート�ワーオフ機�が動作しません��

(初期��)
� ※���源を切っても、オート�ワーオフ機�の��を保持し

ています�

◆…ートパワー…ン機能の設定
���の�源を“OFF”してから、自動的に�源を“ON”する
時�を��します�
	AUTO―POWER―ON―(…ートパワー…ン)
� OFF― ― ：�オート�ワーオン機�オフ(初期��)
― 0:30～24:00― ：�30分ごとに��できます�

オートパワーオフ機能　オフ 120分後に電源オフ

オートパワーオン機能　オフ 30分後に設定

9
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◆�パワーセーブ機能の設定
�池の��を�ぐため、�ワーセーブ機�を��します�
	POWER―SA�E―(パワーセーブ)
� AUTO(…ート)―：�無 信 号 の状 態 が約5秒 つ�くと、

“1:�(125msec :500msec)” の 比
率で�ワーセーブ機�を開始し、さら
に無 信 号 の状 態 が約60秒 つ�くと
“1:8(125msec:1000msec)”の比率で
動作します�(初期��)

� OFF― ：�ワーセーブが動作しません�

◆�ダイヤルスピードの設定
[DIAL]ツマミを早く回したときに、更にスピードアップする
ダイヤルスピード機�を選択します�
	DIAL―SPEED-UP―(ダイヤル―カソク)
� ON― ：�スピードアップします�(初期��)
� OFF― ：�[DIAL]ツマミを回す速度に合わせます�

パワーセーブ機能　オン パワーセーブ機能　オフ

ダイヤルスピード　オン ダイヤルスピード　オフ

� MENU画面に�いて



��

◆�キーロック機能の設定
[DIAL]ツマミおよびキーの�作を無効にするキーロック機�
を��する項目です�
	LOCK(ロック)
� NORMAL(ツウジョウ)― ：�[∫]/[√]キー、[CLR―SQL]キー

を除くキーをロックします�
� � � � ���(初期��)
� NO―SQL(SQLノゾク)― ：�[CLR―SQL]キーを除くキーを

ロックします�
� NO―�OL(�OLノゾク)― ：�[∫]/[√]キーを除くキーをロッ

クします�
� ALL(スベ…)― ：す�てのキーをロックします�

� ※��どの場合も、[ ]キー、[MENU― ]キーはロック
されません�

� ※��[∫]/[√]と[DIAL]ツマミの割り�てている機�を入れ
替えたときは、[∫]/[√]がロックされ、[DIAL]ツマミは
ロックされません�

◆CI-�―セットの設定
���Vシステムを��します�
	CI-�―SET―(CI-�セット)
� ADDRESS(アドレス)― ：����Vアド�スを��しま

す�
� BAUD―RATE(ボーレート)― ：����V�ー�ートを��し

ます�
� TRANSCEI�E(ト…ンシーブ)―：―���Vトランシーブを��

します�

◇CI-�―アドレスの設定
���Vシステムで、���を外部からコントロールするときの
���のアド�スを��します�
	ADDRESS―(CI-�アドレス)
� 01～7Fの中から選択します�(初期��：�8)

通常のロック [SQL]キー以外ロック

CI-V アドレス選択 CI-V ボーレート選択

CI-V アドレス[78]選択 CI-V アドレス[7F]選択

�MENU画面に�いて
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◇―CI-�―ボーレートの設定
���Vシステムで、�機を外部からコントロールするときの通
信速度を��します�
	BAUD―RATE―(CI-�ボーレート)
― ―AUTO(… ー ト)/19200bps/9600bps/4800bps/
1200bps/300bpsの中から選択します�
� (初期��：AUT�)
� �AUT�(オート)は��した機器からの�ータの通信速度に
自動��します�

◇―CI-�―ト…ンシーブの設定
���Vシステムを利用した、トランシーブ機�の“�N/�FF”を
��します�
	TRANSCEI�E―(CI-�ト…ンシーブ)
� ON― ：トランシーブ動作します�(初期��)
� OFF― ：トランシーブ動作しません�

CI-V ボーレート　オート CI-V ボーレート　オート

CI-V トランシーブ動作　オン CI-V トランシーブ動作　オフ

� MENU画面に�いて



��

■―サウンドの設定項�に�いて設定項�に�いて項�に�いて
◆�キー操作音の設定
キー�作が正しく行われたかどうかを知らせるビープ音を�
�します�
	KEY-TOUCH―BEEP―(ソウサ…ン)
� ON― ：�キーを�作したとき�、各種機�が動作すると

きにビープ音を鳴らします�(初期��)
� OFF― ：�ビープ音を鳴らしません�

◆�ビー…レベルの設定
�キー�作が正しく行われたかどうかを知らせるビープ音の音
�を��する項目です�
キー�作音の��が�Nのときだけ有効になります�
	BEEP―LE�EL(ビー…　レベル)
� 0～39―：�ビープ音は受信音�の��に�係なく��で�

�した音�で鳴ります�(初期���19)

◆AFフ…ルターの設定
高音域のノイズを抑える、AFフ�ルター機�を“ON/OFF”します�
※�WFM�ード、AM�ードを選択しているときだけ、項目を
��します�

※また、運用�ード（WFM、AM）ごとに��できます�
	AF―FILTER―(AFフ…ルター)
― ON― ：AFフ�ルター機�を有効にします�(AM初期��)
― OFF―：―AFフ�ルター機�を無効にします�(WFM初期��)

ビープレベル　19 ビープレベル　39

キータッチビープ　オン キータッチビープ　オフ

AFフィルター機能　オフ AFフィルター機能　オン

�MENU画面に�いて
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◆�低音/高音機能の設定
お好みの音質に合わせて、�音/高音の��をします�
���のヘッドホン(H���)とあわせてご使用いただくと効果
的です�
運用�ード（FM、WFM、AM）ごとに��できます�
	TONE―CONTROL―(トーン　コントロール)
� BASS(…イ…ン)―――― ：��音域を��します�
� TREBLE（コウ…ン)―：�高音域を��します�

◇�低音/高音機能の調整
選択した�音/高音の調整をします�
運用�ード（FM、WFM、AM）ごとに��できます�

� BOOST(キョウ―ョウ)― ：�選択した音域を強調します�
� NORMAL(ツウジョウ)― ：�動作しません�(初期��)
� CUT（カット)― ――― ― ― ：�選択した音域を減衰します�

■―デ…ス…レイの設定項�に�いて設定項�に�いて項�に�いて
◆�バック…イトの設定
キー�[DIAL]ツマミを�作したときに、��スプ�イの照明
を点灯するか、しないかを��します�
	BACKLIGHT―(バック…イト)
� AUTO―(…ート)―：�キー�[DIAL]ツマミを�作したときに、

自動で点灯します�なお、約5秒�作しな
い状態が�くと、�灯します�(初期��)

� ON―― ― ：�常時点灯します�
� OFF― ― ：�点灯しません�

◆�LCDコント…ストの設定
��スプ�イのコントラストを��します�
	LCD―CONTRAST―(LCDコント…スト)
� 1(淡)～15(濃)の中から選択します�(初期���濃度8)

��

自動点灯 常時点灯

低音域の通常設定 高音域の強調設定

低音域設定 高音域設定

レベル　08 最大レベル

� MENU画面に�いて



����

◆�…ー…ニン�ロゴの設定
�源“ON”時に、オープニングロゴ(アイコムロゴと“������”)
を��するか、しないかを��します�
	OPENING―LOGO―(…ー…ニン�ロゴ)
� ON― ：�ロゴを��します�(初期��)
� OFF― ：�ロゴを��しません�

◆�表示言語(英語/日本語)の設定
MENU画面選択時、��言語を日�語と英語から選択します�
	LANGUAGE―(ゲンゴ)
� ENGLISH―(エイゴ)―― ：�英語��(初期��)
� JAPANESE―(ニホンゴ)―：�日�語��

◆�フォントサイズの設定
��スプ�イに��する文字の大きさを��します�
	FONT―SIZE―(フォントサイズ)
� SMALL―(―イサイ)―：�グループとネームの��を16文字�

�します�
� LARGE―(……キイ)―：�グループとネームの��を12文字�

�します�(初期��)
� ※�スキャン中の画面とサー�中の画面だけに有効となる機
�です�

� 　ほかの画面には適用されませんのでご注意ください�

文字のサイズ　大きい 文字のサイズ　小さい

英語表記 日本語表記

オープニングロゴ　オン オープニングロゴ　オフ

�MENU画面に�いて
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各種機能の使いかた10

��

■デュ…レクス通信を受信する
◆デュ…レクスとは
�ュプ�クス通信とは、送信と受信で違った2つの���を
使用して交信する方式です�
�30MHz/1200MHz帯のアマ�ュア無線用FM�ピータシ
ステム�各通信分野で広く利用されています�
�機に�ュプ�クス�ードを��すると、ワンタッ�の切り
替え�作で、送信/受信両方の���が受信できます�
�ュプ�クス通信を受信するときは、オフセット���の�
�も必要です�

◆…フセット周波数とは
�ュプ�クス通信で、送信���と受信���の差をオフ
セット���といいます�
�ュプ�クス�ード、およびオフセット���は、MENU画面
で��します�(+�6�)

〔例〕430MHz帯のレピータ�信を受信するには
�ピータとは、山�建物などの障害物で直�交信できない局
と交信できたり、通信範囲(通信距離)を拡大するための、自
動無線中継装置の�とです�

レピータ�信の概略と周波数例

		通常、アマ�ュア無線で運用されている�30MHz帯の�
ピータ交信は、オフセット���を5.000MHzに��して
います�
� �上�の例の場合に限っては、�ピータは送信されてくる
�3�.600MHzを受信すると、自動的に�39.600MHzの
���に変換して送信します�
		�機で上記通信を受信するには、�ュプ�クス�ードとオフ
セット���5.000MHzの��が必要です�
� �430Mバンド― ：�ピータ受信用に5.000MHzを初期��
� 1200Mバンド―：�ピータ受信用に20.000MHzを初期��
		上�の例の���を受信する場合は、次のように��します�
� �� 機 の��(受 信)� ��を�39.600MHz(� ピ ータ
の送 信���)に� � したときは “−DUP― ー ド”に、
�3�.600MHz(�ピータの受信���)に��したときは
“＋DUP―ード”に��してください�

A局 B局

レピータ局

A局 B局

[A局]
434.540MHzを送信
439.540MHzを受信

レピータ局
434.540MHzの電波を受信し
439.540MHzに変換して送信

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

[B局]
434.540MHzを送信
439.540MHzを受信

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz
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ïレピータの送信周波数を設定する
― レピータの周波数帯
� 送信� ：� �39.000MHz〜� ��0.000MHz
� � ：1290.000MHz〜1293,000MHz
� 受信� ：� �3�.000MHz〜� �35.000MHz
� � ：12�0.000MHz〜12�3,000MHz
q	[SEARCH]または[SCAN]を短く押して、[HOLD―�]を長
く押し、VF��ードにします�

w	[Ω]または[≈]を短く押して、�30Mバンド(1200Mバン
ド)を選択します�

e	…ンキーで直�入力するか、または[DIAL]ツマミを回して、
�39.600MHz(1292.3�0MHz)を��します�

ïデュ…レクス―ードと…フセット周波数を設定する
q� �MENU画面に入り、｢デュ…レクス｣の��内�に入ります�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、�−DU��または�＋DU��
を選択します�

� ＋DUP――：―�ニター機�を使用しているあいだ、����
�からオフセット分高い���が受信できます�

� −DUP�：―�ニター機�を使用しているあいだ、����
�からオフセット分�い���が受信できます�

� OFF― ：―�ュプ�クスを使用しない�(初期��)
e	[ENT	MW]を短く押して、「―ード/TS/トーン関連｣項目の画
面に戻ります�

[DIAL]

S ARCHE

SCAN

HOLD

430Mバンド

[DIAL]

MW

MENU

ENT

ｰDUP選択

デュプレクス設定項目

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡DUPLEX　(+�66)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡デュ…レクス）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

10
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10 各種機能の使いかた

ï�ュプ�クス�ードとオフセット���を��する(つ�き)

r	MENU画面の｢…フセット周波数｣の��内�に入ります�

t	[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢OFFSET―FREQ(…フ
セット周波数)｣項目を選択し、[ENT―MW]を短く押すとオ
フセット���を��します�

※�[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、オフセット���を可変で
きます�(可変範囲：0.00MHz〜159.999990MHz)

※��30MHz帯：5.000MHz/1200MHz帯：20.000MHz、そ
の他のバンドは0.000MHzを初期��しています�
※�MENU画面で��している�ューニングステップ(+�6�)
で動作します�

y	[CLR―SQL]を押すとMENU画面を解除して、�ュプ�ク
ス�ードになります�

[DIAL]

MW

MENU

ENT

5.00000MHz選択

オフセット周波数設定項目

【ご参考】
�ュプ�クスとオフセット���の��は、M��Hの編集画
面からも��できます�

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡OFFSET―FREQ　(+�6�)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡…フセット―シュウハスウ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�
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ïデュ…レクス通信の周波数を受信する
[CLR―SQL]を長く(約1秒)押します�
	�00Mバンドのときは、5.000MHz�い�3�.600MHz
を受信します�
	1200Mバンドのときは、20.000MHz�い12�2.3�0MHz
を受信します�
※�[CLR―SQL]を長く押すと�−DU���ードのとき、オフセッ
ト���分�い���を受信します�
� ��＋DU���ードのときは、オフセット���分高い���
を受信します�

ïデュ…レクスを解除するときは
MENU画面の、�DU�LE��項目を“�FF”にします�(+�66)

■トーン/DTCSを使った通信を受信する
ïトーンスケル―/DTCSコードスケル―機能とは
トーンスケル�は、受信した���に重畳したトーン���
が一致したときだけスケル�が開いて音声が聞�えます�
アマ�ュア無線、簡易業務用無線、特�小�力無線などの通
信に利用されています�
�機に��している���およびトーン���が�じ信号だ
けを受信できます�
逆に、自局が��したトーン����DT��コード(FM�ー
ド)を受信したときだけ、スケル�が閉じるT�QL−�/DT��
−�も用途にあわせてご利用ください�

ïポケットビー…機能とは
上記トーンスケル�/DT��コードスケル�機�で受信した
とき、ビープ音で知らせる便利な機�です�
呼び�しを受けると、呼び�し音“ピロピロピロ”が30秒�鳴
りつ�けるとともに、��スプ�イの“S”��が点滅して
知らせてくれるので、聞き逃す�とがありません�

SQL
CLR

長く押す

点滅

デュプレクスOFF選択

10
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ïトーン周波数を設定する(FM―ード)
トーン���は、MENU画面から��します�

q��運用���を��します�(+�19、�20)
� ※FM�ードを��してください�
w	[MENU― ]を短く押して、MENU画面を��します�
e		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢―ード/TS/トーン関連の
設定(MODE/TS/TONE．．．)｣項目を選択し、[ENT―MW]を押
します�

r		[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢トーン周波数の設定
(TONE―FREQ)｣項目を選択し、[ENT―MW]を押します�

t		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、トーン���を選択します�
[∫]/[√]を長く(約1秒)押すと、��して��値が切り替
わります�

y	[ENT―MW]を押すと、��項目の画面に戻ります�

ïDTCSコードを設定する(FM―ード)
DT��コードは、MENU画面から��します�

q��運用���を��します�(+�19、�20)
� ※FM�ードに��してください�
w		[MENU― ]を短く押して、MENU画面を��します�
e		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、｢―ード/TS/トーン関連の
設定(MODE/TS/TONE．．．)｣項目を選択し、[ENT―MW]を押
します�

r		[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、｢DTCSコードの設定
(DTCS―CODE)｣項目を選択し、[ENT―MW]を押します�

t		[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、DT��コードを選択します�
[∫]/[√]を長く(約1秒)押すと、��して��値が切り替
わります�

y	[ENT―MW]を押すと、��項目の画面に戻ります�
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ïトーン項�を設定する
トーン���、DT��コード、ポケットビープ、逆トーンスケ
ル�機�、または逆DT��スケル�機�から受信�ードを選
択します�

MENU画面からトーン項目を��します�

	TONE―(トーン)
� OFF― ：�トーンを使用しません�(初期��)
� P―BEEP― ：�ポケットビープ機�を��します�
� TSQL― ：トーンスケル�機�を��します�
� TSQL-R― ：�逆トーンスケル�機�を��します�
� P―DTCS―：�ポケットDT��コード機�を��します�
� DTCS― ：�DT��コードスケル�機�を��します�
� DTCS-R― ：�逆DT��スケル�機�を��します�

※��なお、TRAIN機能(+�30)、MSK機能(+�30)、�SC機能
(+�86)については、各参照ページをご覧ください�

ïトーン通信/DTCSコード通信を受信すると
		トーンスケル�機�、またはDT��コードスケル�機�
を��しているときは��しているトーン���、または
DT��コードが�じ��を受信するとスケル�が開いて、
通信している局の音声が聞�えます�

		ポケットビープ機�を��しているときは、ベルが約30秒
�鳴りつ�け、“S”��が点滅します�

TONE　オフ

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡TONE　(+�68)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡トーンセッ…イ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

トーンスケルチ DTCSスケルチ

トーンスケルチによる
ポケットビープ機能

DTCSスケルチによる
ポケットビープ機能

10



[DIAL]

MW

MENU

ENT

トーン周波数サーチ

DTCSコードサーチ

��

10 各種機能の使いかた

ïDTCS位相反転機能に�いて
受信する局(送��)に合わせて、DT��コードの位�検�を�
�できます�
DT��位�反転機�は、MENU画面で変更できます�
q[MENU― ]を短く押して、MENU画面を��します�

w	[∫]/[√]または [DIAL]ツマミで、�N��MAL�または��E�
VE��E�を選択します�
� 		NORMAL� ：位�反転をしない�(初期��)
� 		RE�ERSE� ：位�反転をする
e[CLR―SQL]を短く押して、MENU画面を解除します�

■トーン/コードサー―のしかた
��局が使用しているトーン���またはDT��コードを検
知します�
トーン/コードサー�は、MENU画面で変更できます�

q��MENU画面に入り、｢TONE―SEARCH｣の��内�に入り
ます�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、T�QLまたはDT��を選択
します�

� TSQL―：�トーン���をサー�します�(初期��)
� DTCS―：�DT��コードをサー�します�
e[CLR―SQL]を短く押して、MENU画面を解除します�

[DIAL]

MW

MENU

ENT

位相を反転する

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡DTCS―POLARITY―(+��0)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡DTCSキョクセイ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡�EA��H➡TONE―SEARCH―(+�6�)
（�ニュー➡サー�➡トーンサー―）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�



��

10各種機能の使いかた

※��トーン/コードサー�中に [DIAL]ツマミを右に回すと、
アップサー�、左に回すとダウンサー�に切り替わります�

� �トーン/コードサー�中に信号を受信しているときはゆっ
くり、信号を受信していないときは速くサー�します�

※��VF�またはサー��ードのときは、一致したトーン���
またはDT��コードを検知すると、トーン/コードサー�が
サー�一時��タイマーで��した時�(+�65)一時��
し、トーン���またはDT��コードを自動的に�き替え
たあと、トーン/コードサー�を再スタートします�

� �ただし、スキャンをしたときは、一時的に記憶しますが、
�き替えはしません�

※��ポケットビープ状態から、トーンサー�をするとポケット
ビープを解除し、トーンサー�またはDT��コードスキャ
ンになります�

※��隣�したトーン����DT��コードを使用している局が
いると、トーンスケル�が開く�とがあります�

■―�SC(ボイススケル―コントロール)機能に
�いて

�イススケル�コントロール機�は、受信した信号に音声信号
が含まれているかを識�し、スケル�をコントロールします�
音声信号が含まれていればスケル�を開き、含まれていなけ
ればスケル�は開きません�

q��MENU画面に入り、｢�SC｣の��内�に入ります�

w	[∫]/[√]または[DIAL]ツマミで、�N/�FFを選択します�
e[CLR―SQL]を短く押して、MENU画面を解除します�
� ※�Nに��すると、V��機�による受信状態になります�

MENU➡M�DE/T�/T�NE...➡�SC―(+��0)
（�ニュー➡�ード/T�/トーン...➡�SC）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

10
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10 各種機能の使いかた

■ビー…音に�いて
キーを�作したときに、その�作が有効か無効かを下記のよう
にビープ音で知らせる機�です�

MENU画面内の｢キー操作音の設定(KEY-TOUCH―BEEP)｣
項目で、キーを�作したときに、ビープ音の“�N(鳴る)/
�FF(鳴らない)”が��できます�(初期��：0N)

	ビー…音の種�
� “ピッ”� ：短く押すキー�作が正しいとき
� “ピッ、ピー”� ：長く押すキー�作が正しいとき
� “…ッ”� ：キー�作が無効のとき
� “ピッ、ピピ”� ：���ー�き�み�作が正しいとき

■ダイヤルスピード機能に�いて
[DIAL]ツマミをゆっくり回しているときは、��した
T�(�ューニングステップ)で動作します�
速く回したときに���またはM��Hをダイヤルの速度以上
にすば�く切り替える機�です�

�MENU画面内の｢ダイヤルスピードの設定(DIAL―SPEED-
UP)｣項目で、“ON/OFF”が��できます�(初期��：0N)

■パワーセーブ機能の使いかた
何も�作しない状態(受信もしない)が一�時�つ�くと、自
動的に�機の動作を休�状態にして、�池の��を�ぐ機�
です�

MENU画面内の｢パワーセーブの設定(POWER―SA�E)｣項
目で、�ワーセーブを��できます�

	�“AUTO”選 択 時 は、 無 信 号 状 態 が約5秒 つ�くと、�
“1：4(125msec：500msec)”の比率で�ワーセーブ
機�を開始します�

� �さらに無信号状態が約60秒つ�くと、“1：8(125msec：
1000msec)”比率で動作します�

無信号5sec
待ち受け状態

休 止 状 態

125msec

60sec

500msec 1000msec

MENU➡��UND➡KEY-TOUCH―BEEP　(+��6)
（�ニュー➡サウンド➡ソウサ…ン）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡�ETT�NG➡DIAL―SPEED-UP　(+��3)
（�ニュー➡セッテ�ング➡ダイヤル―カソク）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡�ETT�NG➡POWER―SA�E　(+��3)
（�ニュー➡セッテ�ング➡パワーセーブ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�
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10各種機能の使いかた

■―…ー…ニン�―ッセージの設定に�いて
�源を“ON”にしたときのオープニングロゴ(アイコムロゴと
“������”)の��/非��を��できます�

�MENU画面内の｢…ー…ニン�ロゴ表示の設定(OPENING―
LOGO)｣項目で�アイコムロゴ�と��������の��/非��を
��できます�

■――表示フォントのサイズ設定に�いて
��スプ�イに��する文字の大きさを��します�

�MENU画面内の｢フォントサイズの設定(FONT―SIZE)｣項目で
�MALL(小さい)/LA�GE(大きい)から選択します�

※�スキャン中の画面とサー�中の画面だけに有効となる機�
です�

� ほかの画面には適用されませんのでご注意ください�

■――バック…イトに�いて
��スプ�イの��を見�すくするために、キー�作をする
ごとに��スプ�イのバックライト(照明)を点灯します�

�MENU画面内の｢バック…イトの設定(BACKLIGHT)｣項目
でAUT�(初期��)/�N/�FFから選択できます�

■――コント…スト調整に�いて
�囲の明るさに�じて、��スプ�イのコントラスト(濃淡)を
調整できます�

�MENU画面内の｢LCDコント…ストの設定(LCD―CON-
TRAST)｣項目で15段階から��できます�

フォントサイズ　大きい フォントサイズ　小さい

10

MENU➡D���LAY➡OPENING―LOGO　(+��8)
（�ニュー➡��スプ�イ➡…ー…ニン�ロゴ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡D���LAY➡FONT―SIZE　(+��8)
（�ニュー➡��スプ�イ➡フォントサイズ）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡D���LAY➡BACKLIGHT　(+���)
（�ニュー➡��スプ�イ➡バック…イト）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�

MENU➡D���LAY➡LCD―CONTRAST　(+���)
（�ニュー➡��スプ�イ➡LCDコント…スト）
[MENU　　]：�ニュー　[∫]/[√]：選択　[ENT―MW]：決�
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10 各種機能の使いかた

■…ートパワー…フ機能の使いかた
�のタイマーは、�源の切り忘れを��するための機�です�
運用を終了し、何も�作しない状態が��したタイマー時�
まで�くと、“ピー”音が5回鳴って�源が自動的に切れます�

MENU画面内の｢…ートパワー…フ機能の設定(AUTO―
POWER―OFF)｣項目で時�を��できます�

		30M�N(30分)/60M�N(1時 �)/90M�N(1時 �30分)/�
120M�N(2時�)の指�時�が経過すると、�源が自動的
に切れます�

� �タイマーが��されていると、�源を入れるたびにタイ
マーが動作します�

※�使用しないときは、“OFF”に��してください�
		オート�ワーオフ機�が�Nになると、��部に“ ”が�
�されます�

�

■…ートパワー…ン機能の使いかた
�のタイマーは、�源を切った状態から一�時�経過後に自
動的に�源を“ON”にするための機�です�
�源を切り、��したタイマー時�になると、自動的に��
�の�源を“ON”にします�

MENU画面内の｢…ートパワー…ン機能の設定(AUTO―
POWER―ON)｣の��項目で、時�を��できます�

		30分〜2�時�までの範囲を30分単位で��できます�
� �オート�ワーオン機�で自動的に�源“ON”になった後は、
自動的に��が“OFF”になります�

※��池の��が�下し、タイマーの途中で�池の��がなく
なった場合、�の機�は動作しません�

【ご注意】
�源 “OFF”の�は、オート�ワーオン機�が “ON”になっ
ていると “OFF”のときより�池が早く��します�
・�源 “ON”の�は変�しません�
・オート�ワーオフは影響しません�

MENU➡�ETT�NG➡AUTO―POWER―OFF　(+��2)
（�ニュー➡セッテ�ング➡…ートパワー…フ） MENU➡�ETT�NG➡AUTO―POWER―ON　(+��2)

（�ニュー➡セッテ�ング➡…ートパワー…ン）
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10各種機能の使いかた

■――クローニン�に�いて
�クローニングとは、1�の IC-RX7に登録した���の内�
�MENU画面の��内�を、�の IC-RX7に送�して、�じ
��内�にする機�です�

Dクローニン�のしかた
q		右�のように�������(���)で��します�

w	子機(クローニング受信�)の�源を“�N”にします�

e	�機(クローニング送信�)の�作
� �[∫]と[MENU― ]を押しながら、[ ]を押して�源
を入れ、クローニング画面を��します�

� �[ENT―MW]を押すと、�機(クローニング送信�)では
“CLONE	OUT”を��し、��内�を送�します�

� 子機(クローニング受信�)では“CLONE	IN”を��します�

r		クローニングが完了すると、子機に“CLONE―END”を��
するので、[ ]を押して�源を切ります�

◎��クローニングには、左記の�体�クローニングのほかに、
�ソコン（��)とクローニングソフトウェア������（�
��）、クローニングケーブル������8U�（������に
�梱）を使うクローニングもあります�

� 詳しくは、販�店におたずねください�
� ※�icfファイルを保存、開くだけではクローニングでき

ません�
� ※�左の【ご注意】より、���の通信速度を「9600」と
「オート」以外に��した場合は、�様の�作をして
ください�

SP
ジャックへ

PC

IC-RX7
OPC-478
(RS-232C タイプ)

OPC-478UC
(USB タイプ)

USBポートへ

to RS-232C
ポートへ

親機
(クローニング送信側)

OPC-474(別売品)

子機
(クローニング受信側)

クローニング送出中の親機の表示 クローニング受信中の子機の表示

10

【ご注意】
���V�ー�ートの��(+��5)で通信速度を「9600」と
「オート」以外に��した場合は、[��AN]キーを押しなが
ら�源を入れてください�



MB�112G：ベルトク�ップ (補修用 ) ���13：イヤホン

���18：D�/D�シガ�ットライターケーブル

シガレットライターケーブル
(DC-DCコンバーター内蔵)

B��262� ：�バッテ�ーケース(単3�アルカ���池用)
B��2��� ：�バッテ�ー�ック(補修用)�

(��ウムイオン：3.�V/1100mAh)

バッ…リー関係
������� ：�クローニングソフトウェア�

(������8U�付属)
�������� ：�クローニングケーブル(受信機��)
������8U��：�クローニングケーブル(U�B)
������8� ：�クローニングケーブル(���232�)
�T�1�� ：����V�ベルコンバータ

ケーブル / クローニン�ソフトウェア関係

�B��1�9：充�器(補修用)

AC 100V
コンセントへ

別売品一覧11

�1

FA��2�0�� ：�アンテナ(補修用)
AD�92�MA�：��MA→BN�変換コネクター
H���� ：�ヘッドホン
L��1�0� ：キャ�ングケース
ハンドストラップ(補修用)

その他



ご参考に 1�

��

x	パーシャルリセットのしかた
q			[ ]を長く(約1秒)押し、いったん
�源を切ります�

w		[Ω]、[≈]を押しながら、[ ]を長
く(約1秒)押して�源を入れます�

	初期��になります�
� 　※��ーシャル�セットの場合、�ッ

セージの��はありません�

z	…ールリセットのしかた
q		[ ]を長く(約1秒)押し、いったん
�源を切ります�

w		�[∫]、[√]、[CLR―SQL]、[ENT―MW]を
�時に押しながら、[ ]を長く(約
1秒)押して�源を入れます�

		“ALL―RESET”を��したあと、初
期��になります�

静��などによる外部要因で、誤動作し
たときは、オール�セット、または�ー
シャル�セット�作をしてください｡

◎��オール�セット�作をすると、次の機�
�ータを工場�荷時の状態に戻します�

		VF����、���ー�ャンネル
(M��H)、MENU画面の��内�、音
���、スキャンエッジ、スケル��
ベルなど

� 	ベーシックサー�に登録されている
���範囲はク�アされません�

◎���ーシャル�セット�作をすると、次
の機��ータを工場�荷時の状態に戻
し、���ー�ャンネル(M��H)、オー
トライト�Hはク�アされません�

		VF����、MENU画面の��内�、
音���、スキャンエッジ、スケル�
�ベル

� 	ベーシックサー�に登録されている
���範囲はク�アされません�

■―工場出荷時の状態に戻す(リセット)には

MW
ENTSQL

CLR

��

11

12
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1� ご参考に

■―故障かな？と思ったら
下記の状態は故障ではありませんので、修理に�す前にもう一度点検してください�
それでも異常があるときは、弊社サポートセンターまで、お�い合わせください�

現象 原因 処置 参照
�源が入らない ◎バッテ�ー�ック(ケース)の�触不良

◎�池の��まちがい
◎バッテ�ー�ックまたは�池の��

バッテ�ー�ック(ケース)の端子を清掃する
��を確認して、�池を入れなおす
バッテ�ー�ックは充�し、�池は入れ替える

�10
�10
�11

充�できない ◎�充�器のプラグが正しく挿入されていない 充�器を正しく挿入する �12
スピーカーから音が�ない ◎受信音�が小さくなっている受信音�が小さくなっている音�が小さくなっている

◎イヤホンを��している
[▲]/[▼]を押して、受信音�を��しなおす受信音�を��しなおす音�を��しなおす
	イヤホンを�く

�15
−

感度が悪く、強い局しか聞�えない ◎ATT機�が動作している
◎�F�GA�N機�が動作している

ATT機�を解除する
�F�GA�NをMA�に��するに��するする

�25
�25

B�バンドの感度が悪い ◎�バーアンテナが選択されていない

◎������の向きが悪い

	MENU画面のAMアンテナの��でバーアンテのAMアンテナの��でバーアンテAMアンテナの��でバーアンテ
ナに切り替える
よく聞�える方向に向ける

��1

−
[D�AL]ツマミを回すと、音�が変�
する

◎入れ替え機�が動作している入れ替え機�が動作している機�が動作している 	[N�.�D�AL]を長く(約1秒)押して、入れ替え機入れ替え機機
�を解除する

�26
−

[▲]または[▼]を押すと、���が�
変�する

◎入れ替え機�が動作している入れ替え機�が動作している機�が動作している 	[N�.�D�AL]を長く(約1秒)押して、入れ替え機入れ替え機機
�を解除する

�26

���の��ができない ◎キーロック機�が動作している キーロック機�を解除する ���
���が異常な��になっている ◎��Uが誤動作している

◎静��などによる外部要因
�セットする
バッテ�ーを装着しなおす

�92
�9

サー�が動作しない ◎サー��ードになっていないサー��ードになっていないになっていない
◎スケル�が開いている

[�EA��H]を押して、サー��ードにする
スケル��ベルを変更する�ベルを変更するを変更する変更するする

�1�
�16

スキャンが動作しない ◎スキャン�ードになっていない
◎M��Hに2�H以上�き�まれていない
◎スケル�が開いているる

[��AN]を押して、スキャン�ードにする
2�H以上をM��Hに�き��
スケル��ベルを変更する�ベルを変更するを変更する変更するする

�19
�39〜��2
�19

キー�作できない ◎�ニタ状態になっている [�L� �QL]を短く押し、�QL��を解除する��QL]を短く押し、�QL��を解除する]を短く押し、�QL��を解除する短く押し、�QL��を解除する押し、�QL��を解除する解除するする �16
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1�ご参考に

■アフターサービスに�いて
	保証書に�いて
― �保証�は販�店で��事項(お買い上げ日、販�店名)を記入の
うえお渡しいたしますので、記載内�をご確認いただき、大切
に保管してください�

	修理を依頼されるとき
� �取扱説明�にしたがって、もう一度、���の��、�故障かな？
と思ったら(+�93、�9�)�などを調�ていただき、それでも異異
常があるときは、次の�置をしてください�ときは、次の�置をしてください�
� 保証期間中は
― お買い上げの販売店にご連絡ください。
― �保証規�にしたがって修理させていただきますので、保証�を
添えてご依頼ください�

� 保証期間後は
― お買い上げの販売店にご連絡ください。
― �修理する�とにより機�を維持できる��については、ご希望に
より有料で修理させていただきます�

D�弊社製品のお問い合わせ先に�いて
		お買い上げいただきました弊社��にご不明な点がございましにご不明な点がございましご不明な点がございまし
たら、下記のサポートセンターにお�い合わせください�
� お問い合わせ先
― ― アイコム�式�社　サポートセンターアイコム�式�社　サポートセンター
― ― ―0120-156-313―(フ�ーダイヤル)
― ― ―◆�帯電��������電�からのご�用は、◆�帯電��������電�からのご�用は、
― ― ―　06-6792-4949（通話料がかかります）
― ― 受付 (�日 9:00～17:00)受付―(�日 9:00～17:00)(�日―9:00～17:00)
― ― 電子―ール：support_center@icom.co.jp
― ― アイコムホームページ：http://www.icom.co.jp/
	�弊社��の故障診断、持ち�み修理などの修理受付窓口は、�
紙の�サービス受付窓口一覧�または弊社ホームページ(http://
www.icom.co.jp)をご覧ください�

現象 原因 処置 参照
プライオ�テ�スキャンでプライオスキャンでプライオでプライオプライオ
�テ��Hを受信(監視)しない�Hを受信(監視)しない受信(監視)しないない

◎�ネームの中の�の�Hを、プライオ�テ��Hに�の�の�Hを、プライオ�テ��Hに�、プライオ�テ��Hに�に�
�しているしている

	ネームの�H一覧で、一番上の�Hを��した�H一覧で、一番上の�Hを��した一覧で、一番上の�Hを��した
いプライオ�テ��Hの���に変更する

��1

サー�中にバンドの切り替えができにバンドの切り替えができバンドの切り替えができ
ない

◎バンドの切れ目があるため D�ALを回してサー�方向を切り替える �1�

�ンクしない ◎スキップを�Nに��しているため スキップを�FFに��する �38
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■CI-�(リ―ート)に�いて
ïCI-�のデータ設定に�いて
���Vシステムを利用して外部コントロールするとき、�機の
アド�ス、�ー�ート、トランシーブ“�N/�FF”の�ータが必
要になります�
�れらの項目は、セッテ�ングで��します�(+���、��5)

ïパソコンの接続
IC-RX7にパソコンを接続することにより、受信周波数と受
信―ードを外部制御できます。

コントロールは、���M��ommunication��nterface�V(���V:�
シーアイファイブ)によるシ�アル方式です�
���の�T�1�(���V�ベルコンバーター)を使用する�とに
より、���232�タイプのシ�アルポートを持つ�ソコンが�
�でき、外部コントロールができます�
�ソコンでアイコムの受信機、および無線機を制御する方法
は、�T�1�に添付の取扱説明�、および���Vシステム解説�
(有料)をご用意していますので、弊社サポートセンターまで
お�い合わせください��

CT-17

電源ケーブル
9～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-RX7

SP
端子へ

パソコン

3.5( ) mm ステレオプラグ

3.5( ) mm 
モノラルプラグ

3.5( ) mm

GND

I/O

GND

I/O

�接続図

1� ご参考に



■CI-�の基本フォーマットに�いて

q	プ�アンブル�：��ータのはじめに挿入する�期用のコード
で、16進の “FE”を2回送�します�

w	受信アド�ス/e送信アド�ス
� � ：�������の初期アド�スは “�8(16進)”と

し、コントローラーは “E0”としたときの例
を�しています�

r	コマンド� ：�コントロールできる機�を16進2ケタで
コマンドとしています�(右�参照)

t	サブコマンド�：�コマンド補足命令として16進2ケタを用
います�(右�参照)

y	�ータエ�ア�：�����ータなどをセットするエ�アで、
�ータにより可変長とします�

u	E�M� ：��ッセージの終わりを�すコードで、16
進の“FD”とします�

■コマンド一覧表

��

コマンド サブ 動作 コマンド サブ 動作

00 ����ータの転
送(トランシーブ)

06

02 AM�ードの��

01 �ード�ータの転
送(トランシーブ) 05 FM�ードの��

03 �����の読み
�み 06 WFM�ードの

��

04 ���ードの読み
�み

15

01 スケル�の状態(開
/閉)の読み�み

05 ����ータの�
� 02 ��ーター�ベル

の読み�み

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 87EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××8 × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-RX7)

(2) レシーバー コントローラー

1�ご参考に
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■―一般仕様
	受 信 周 波 数 範 囲―：―000.150〜� 252.895MHz
� � 　―255.100〜� 261.895MHz
� � 　�266.100〜� 2�0.895MHz
� � 　�2�5.100〜� 3�9.895MHz
� � 　�382.100〜� �11.895MHz
� � 　��15.100〜� 809.895MHz
� � 　�83�.100〜� 859.895MHz
� � 　�889.100〜� 91�.895MHz
� � 　�960.100〜1300.000MHz
	使 用 温 度 範 囲―：―−10℃〜＋60℃
	周 波 数 安 定 度―：――±6ppm以内(−10℃〜＋60℃ )
	周 波 数 分 解 能―：――5/6.25/�.5/8.33※/9※/10/12.5/15/20/25

/30/50/100/125/200kHz
� � �� ※�運用バンド、運用�ードによっては選択

できません�
	――リー―ャンネル数―：―1825�ャンネル
� � �� (�スキャンエッジ、オート���ーライト�ャ

ンネルを含�)
	電 源 電 圧―：―B��2��� :�3.�V(Li�ion)
� � �� B��262� :��.5V(単三アルカ��池×3)
� � �� D��5.1〜6.9V(外部�源ジャック����18)
	接 地 方 式―：―マイナス�地
	電 波 型 式―：―FM、WFM、AM
	アン…ナインピーダンス―：―50Ω�不平衡(�MA型)
	外 形 寸 法―：―5�(W)×128(H)×23(D)mm
� � �� (突起物を除く)
	重 ― ― 量― ：―約200g(アンテナ、B��2��含�)

■―受信部
	受 信 方 式―：ト�プルスー�ーヘテロダイン
	中 間 周 波 数―：1st� �29.1MHz
� � �� 2nd�19.65MHz(FM/AM)�20.�5MHz(WFM)
� � �� 3rd� �50kHz(FM/AM)�1.55MHz(WFM)
	選 　 択 　 度―：�FM/AM� 15kHz 以上 /− 9dB
� � �� � � 30kHz 以下 /− 60dB
� � �� WFM� 150kHz 以上 /− 6dB
	消 費 電 流―：―D��3.�V 時
� � � �受信時� 150mA�typ.
� � � �待ち受け時� 100mA�typ.
� � � ��ワーセーブ時 (1:�)� 35mA�typ.
低 周 波 出 力―：60mW�以上
� � 　(D��3.�V/8Ω /�0%変調 /10％�率時 )
	低周波負荷インピーダンス：―8 Ω
	受 信 感 度―：―( スプ�アスポイントは除く )
� AM�10dB��/N� � 000.�95 〜 00�.995MHz� − 8dBµ�以下
� (1kHz�30％�M�D)� � 005.000 〜 029.995MHz� 5dBµ�以下
� E�T�ANT(D�) 時� � 118.000 〜 136.000MHz� 5dBµ�以下
� � � 222.000 〜 2�6.995MHz� 5dBµ�以下
� � � 2��.000 〜 329.995MHz� − 5dBµ�以下

� FM�12dB���NAD� � � 1.625 〜 00�.995MHz� − 5dBµ�以下
� (1kHz�3.5kHz�DEV)� � � 5.000 〜 2�6.995MHz� − 8dBµ�以下
� � � 2��.000 〜 832.995MHz� − 5dBµ�以下
� � � 833.000 〜 1300.000MHz� − 2dBµ�以下

� WFM�12dB���NAD� 0� � �6.000 〜 108.000MHz� 5dBµ�以下
(1kHz�52.5kHz�DEV)� 1�5.000 〜 221.995MHz� 5dBµ�以下

� � ��0.000 〜 ��0.000MHz� 8dBµ�以下

定　格1�

��



��

1�定　格

	ス ケ ル ― 感 度―：―
� AM� � 000.�95 〜 00�.995MHz� − 8dBµ�以下
� (1kHz�30％�M�D)� � 005.000 〜 029.995MHz� 5dBµ�以下
� E�T�ANT(D�) 時� � 118.000 〜 136.000MHz� 5dBµ�以下
� � � 222.000 〜 2�6.995MHz� 5dBµ�以下
� � � 2��.000 〜 329.995MHz� − 5dBµ�以下

� FM� � � � 1.625 〜 0���.995MHz� − 5dBµ�以下
� (1kHz�3.5kHz�DEV)� � � � 5.000 〜 2�6.995MHz� − 8dBµ�以下
� � � 2��.000 〜 832.995MHz� − 5dBµ�以下�
� � 833.000 〜 1300.000MHz� − 2dBµ�以下

� WFM� � 0�6.000 〜 108.000MHz� 15dBµ�以下
� (1kHz�52.5kHz�DEV)� 1�5.000 〜 221.995MHz� 15dBµ�以下
� � � ��0.000 〜 ��0.000MHz� 15dBµ�以下

※�測�値は、JA�A( 日�アマ�ュア���器工業会 )で�めた測�法
によります�

※��格、外観、仕様などは、改良のため予告なしに変更する�とがあ
ります�
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